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同大生の生活史
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キャンパスニュース 1

同志社人訪問●田島 年浩さん

電子ペット開発者を訪ねて

伝統の技との出会い「祇園の結髪師」

1999年度大学決算について

ゼミ・ぜみ おじゃまします●商学部：岩下 正弘ゼミ

“全員責任制度”のもとで研究論文作成のノウハウを学ぶ

キャンパスニュース 2

ONE PURPOSE コメンタリー

私と「仕事」
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同志社大学会館のホールは完成して35年
になるが、映画上演やコンサート会場として今
も現役で活躍している。当然、設備はふた世
代古く、照明や音響スタッフにかかる負担は他
の比ではない。そのスタッフとして活躍してい
るのが学生のアルバイト集団“ホールアート”
だ。毎年60人近くが新たに登録するが、実働
部隊として残るのはそのうち25人くらい。熟練
が必要なため、照明技術、音響技術は代々、
先輩から後輩へ受け継がれている。音響プラ
ンナー長谷芳樹さん（工学部電子工学科4年
次生）は、「高校時代から学園祭のステージは
自分たちでやっており、その延長でホールア
ートを続けています」と、京田辺から駆けつけ
ている。一方、照明プランナーの樋口大介さ
ん（文学部文化学科美学及芸術学専攻3年次
生）は、「月平均７～8回はホールに詰めていま
す。自分たちの照明でステージが盛り上がっ
たときは、最高です」と普通のアルバイトでは
味わえない魅力について語ってくれた。

COVER STORY
［ 表紙の情景 ］

14
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2

明
治
八（
一
八
七
五
）年
、
今
出
川
校
地
に
「
同

志
社
英
学
校
」
を
開
校
し
て
以
来
、
百
二
十
五
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
新
島
襄
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
開
校
に
至
る
ま
で
の
艱
難
か
ん
な
ん

辛
苦
。
さ

ら
に
明
治
四
十
五（
一
九
一
二
）年
、
正
式
に
大
学

と
し
て
開
学
す
る
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
を
得

て
、
同
志
社
は
学
舎
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
現
存
す
る
卒
業
ア
ル
バ
ム
を

手
掛
か
り
に
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
四
十
年
代
の

同
大
生
の
生
活
風
景
を
追
い
か
け
て
み
ま
し
た
。

写
真
が
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
明
治
期
に
対
し
、
大

正
、
昭
和
と
時
代
を
経
る
に
し
た
が
い
、
当
時
の
学

生
の
生
活
感
を
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
戦
争
と
い
う
暗
雲
が
、

学
生
生
活
に
も
た
れ
こ
め
て
い
く
様
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
出
川
校
地
と
い
う
、
今
日
と
同

じ
舞
台
で
勉
学
に
励
み
、
青
春
期
の
葛
藤
に
生
き

て
い
た
先
輩
た
ち
の
生
活
の
断
片
を
ジ
グ
ソ
ー
パ

ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
と
、
同
大
生
の

原
型
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

［明治20年］D.C.グリーンの帰国に際し、全学生・教職員が勢揃いして送別の記念写真を撮る。
キャンパスが今より広々として見えるのが興味深い。

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
特
集
第
二
弾
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3

創
立
者
新
島
襄
の
念
願
が
か
な
い
、
明
治
四
十
五
年
晴
れ
て「
同
志
社
大
学
」と
な
る
。
大
正

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
授
業
の
風
景
を
捉
え
た
写
真
が
多
く
残
り
、
少
人
数
で
静

謐
な
雰
囲
気
の
中
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

2

①［昭和3年］D.W.ラーネッドの授業風景。ギリシャ語講読の授業と思われるが、
学生たちもきちっと学生服に身を包み、居ずまいを正して受講する。

②［昭和3年］購買部の喫茶室。学生たちは、ここで暖をとり、渇きをいやし
たのだろう。

③［大正3年］図書館（現 有終館）で読書に励む学生たち。思い思いの格好
で書物に視線を落としているが、まなざしは真剣そのもの。

④［大正3年］運動会の棒倒し。水上大運動会と並ぶ同志社の名物で、毎
年大観衆を集めたという。

1

3

4

一
八
七
五（
明
治
八
）年

十
一
月
二
十
九
日
　

同
志
社
英
学
校
を
開
校
。
教
員
は
新
島
襄
と

J.

D.

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
生
徒
は
八
名
で
あ
っ
た
。

一
八
九
○（
明
治
二
十
三
）年

一
月
二
十
三
日

新
島
襄
永
眠（
四
十
七
歳
）。
一
月
二
十
七
日
チ

ャ
ペ
ル
前
で
葬
儀
を
営
み
、
東
山
若
王
子
山
頂

に
葬
る
。
墓
碑
銘
は
勝
海
舟
筆
。

一
八
九
三（
明
治
二
十
六
）年

十
月
　

同
志
社
徽
章（
校
章
）を
制
定
す
る
。

一
九
一
二（
明
治
四
十
五
）年

四
月
　

専
門
学
校
令
に
よ
り
同
志
社
大
学
が
誕
生
す
る
。

一
九
二
○（
大
正
九
）年

四
月
　

大
学
令
に
よ
り
同
志
社
大
学
を
開
校
す
る
。
文

学
部（
神
学
科
、英
文
学
科
、一
九
二
七
年
に
哲

学
科
を
増
設
）、
法
学
部（
政
治
学
科
、
経
済
学

科
、一
九
二
三
年
に
法
律
学
科
を
増
設
）、大
学

院
お
よ
び
予
科
を
設
け
る
。
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4

⑤［戦時中］栄光館に降ろされた「国民精神総動員大講演会」の垂れ幕。
キャンパスにも軍国主義の陰が迫り、同志社の建学の精神もねじ曲げら
れていく。

⑥［昭和8年］学生服にゲートルを巻き、サーベルを佩刀した学生たち。中
段には軍事教練を指導した配属将校がいかめしい面持ちで座っている。

⑦［昭和13年］太平洋戦争前夜の重苦しいムードがキャンパスをおおいはじ
める。そんな憂さをはらすかのように、ひとときビリヤードに興じる学生たち。

⑧［昭和18年］学徒出陣の出兵式。同志社のキャンパスからもついに夢多き
若者たちが戦場へ赴くこととなった。新島襄の胸像も金属非常回収の対
象となり、この日キャンパスから姿を消した。

6

8

5

昭
和
十
年
代
に
入
る
と
自
由
な
学
園
に
も
、
軍
国
主
義
が
陰
を
落
と
し
は
じ
め
、
配
属
将
校

が
駐
屯
し
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
放
棄
す
る
に
至
る
。
そ
ん
な
中
、
十
二
年
に
は
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
が
栄
光
館
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
三
五（
昭
和
十
）年

十
月
十
七
日
　

同
志
社
校
歌（
作
詩：

湯
浅
吉
朗
、
作
曲：

大
中
寅
二
）お
よ
び
、

大
学
歌（
作
詩：

北
原
白
秋
、
作
曲：

山
田
耕
作
）を
制
定
す
る
。

一
九
三
七（
昭
和
十
二
）年

五
月
十
日
　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、栄
光
館
で
講
演
す
る
。

一
九
四
○（
昭
和
十
五
）年

一
月
二
十
七
日
　

新
島
先
生
五
十
周
年
記
念
式
が
栄
光
館
で
挙
行
さ
れ
る
。

一
九
四
三（
昭
和
十
八
）年

十
一
月
十
五
日
　

出
陣
学
徒
壮
行
式
が
同
志
社
の
全
学
生
生
徒
参
集
の
も
と
に
男

子
部
運
動
場
で
挙
行
さ
れ
る
。

一
九
四
四（
昭
和
十
九
）年
　

同
志
社
大
学
研
究
所（
現
・
人
文
科
学
研
究
所
）を
設
置
す
る
。

7
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5

終
戦
を
迎
え
、
学
舎
に
は
平
和
が
も
ど
っ
て
く
る
が
、
学
生
に
は
飢
餓
感
と
の
戦
い
が
残
っ

て
い
た
よ
う
だ
。
二
十
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
朝
鮮
戦
争
特
需
の
恩
恵
を
受
け
、
や
が
て

高
度
成
長
期
へ
と
突
入
し
て
い
く
。

11

9

1012

一
九
四
五（
昭
和
二
十
）年

八
月
十
五
日
　

太
平
洋
戦
争
、
敗
戦
。

一
九
四
八（
昭
和
二
十
三
）年

四
月
　

新
制
大
学
開
校
。
神
・
文
・
法
・
経
済
お
よ
び
教

養
の
五
学
部
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、
翌
年（
一

九
四
九
年
）四
月
に
は
商
・
工
二
学
部
が
加
え

ら
れ
た（
教
養
学
部
は
一
九
五
一
年
三
月
に
廃

止
）。

一
九
五
○（
昭
和
二
十
五
）年

四
月
　

大
学
院
修
士
課
程
を
設
置
す
る
。

一
九
五
三（
昭
和
二
十
八
）年

四
月
　

大
学
院
博
士
課
程
を
設
置
す
る
。

一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年

四
月
　

大
学
二
部（
夜
間
）を
開
設
し
、
文（
英
文
学
科
、

文
化
学
科
国
文
学
）・
法
・
経
済
・
商
・
工（
電

気
・
機
械
・
工
業
化
学
）学
部
を
置
く
。

13
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⑨［昭和28年頃］同志社の男女共学は、戦前からすでに始まっていた。
しかし、女子学生がキャンパスに目立ち始めるのはこの頃から。啓真
館横の芝生上ではいくつもこんな交流の輪ができたのだろう。

⑩［昭和30年頃］質屋ののれんをくぐる学生。質屋通いは、お金に困っ
たときの学生の常套手段。質屋で短期資金を調達するのが賢い学生
生活のポイントだった？

⑪［昭和30年頃］購買部のスタンドで喉をうるおす学生たち。表情は明
るく、若者特有の屈託ない笑顔に、もう戦争の暗い陰は見られない。

⑫［昭和30年頃］理髪部で順番を待つ学生。整髪60円、丸刈40円のプ
レートが、当時の物価を物語る。

⑬［昭和30年頃］図書館の雑誌を閲覧する学生たち。アプレゲールの
流行語とともに新しい文芸活動が起こり、若者たちは新しい価値観を
見出そうとした。

⑭［昭和35年頃］受験シーズンには正門前で角帽を売る露店が出現。
戦後といえども、角帽はまだまだ大学のシンボルであった。

⑮［昭和35年頃］世の中が落ち着きをとりもどした頃の正門前の光景。
当時流行ったギャバジンのズボンを粋にはきこなす学生の姿も見受
けられる。

⑯［昭和40年頃］フォークソングブームがキャンパスにも。ギターを手にし
た若者たちにとって、広い御所は格好の練習場となった。

16

14

戦後日本の学生は変わったといわれる。男女共学をはじめ、民主化の波が押し

寄せ、高度成長と進学熱を背景に学生数も大きく伸びた。一方、ロカビリーやグル

ープサウンズ、フォークソングなどのブームが学園内を席巻し、大学が若者文化の

発信源ともなった。同志社もその例外でなく、むしろカレッジ文化の重要な拠点とし

て全国の注目を集めた時代もあった。

15
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京
都
御
所
の
北
と
い
う
立
地
に
あ
り
、
つ
ね
に
歴
史
的
な
雰
囲
気
を
残
す
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
が
、

や
は
り
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
街
の
表
情
は
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。
路
面
電
車
か
ら

バ
ス
、
そ
し
て
地
下
鉄
へ
。
そ
れ
に
つ
れ
て
学
生
た
ち
の
通
学
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

⑰［大正3年頃］正門前から撮影した、キャンパスの全景写真。ハリス理化
学館、クラーク記念館などがくっきりとシルエットを刻む。左手前の通り
は、今出川通でなく、石橋通（現在のキャンパス内メインストリート南側）
である。

⑱［大正3年］運動会の会場となったのは、現在の同志社中学校のグラウ
ンドあたり。中央の建物はハリス理化学館で、竹薮は相国寺の境内。

⑲［昭和3年］電柱に貼られた路面電車の駅名表示のプレート。「今出川
御門」とあるが、後の「同志社前」となる。

⑳［昭和5年］みんなお世話になったという教科書出版の「平野」。教科書
を求め店頭に並ぶ学生たちの姿に、当時の学生の向学心がしのばれる。

［大正期］ちんちん電車ほど、京都の町並みに合う乗り物はない。御所
の木立をバックに石舗装を走る姿は、絵葉書にしたいほど美しい。

［昭和35年頃］楠木の大樹は、昔も今もキャンパスのランドマーク的な
存在。みんなの談笑の場であり、待ち合わせの目印だった。

［昭和40年頃］正門前で、入学試験が終わるのを待つ受験生の父母。
時間のたつのがあまりに遅く、京都の冬がひときわ身にしみたことだろう。

［大正15年］当時の四条通。大丸百貨店の屋上から撮影した貴重な
写真。通りの中央に路面電車用の送電線が走っている。

［昭和35年頃］烏丸今出川で路面電車を待つ同大生。 の学生の服
装との比較が面白い。塀の向こうに見えるのは啓真館。のちにここに
図書館が建つことになる。

［昭和45年頃］烏丸今出川の「元文堂」は、まさに同大生御用達の書店
だった。登下校時、参考書や新刊書をちょっと手にするには絶好といえ
るロケーションだ。

20

21

19

21

22

18

17

25

24

23

22

26

21
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23

26

25

明治28（1895）年、日本で初めて路面電車が京都にお目見えした。京

都市内をチンチンと鐘を鳴らしながら走った。以来「ちんちん電車」の名

で市民に親しまれてきた。当然、同志社周辺にもこの電車が走り、同大

生の大切な通学手段だった。飲みに行くにも、買い物に行くにもみんな

このちんちん電車にお世話になってきたのだ。

24
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京
田
辺
市
内
で
は
、
単
車
・
バ
イ
ク
に
よ

る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
田
辺
警

察
署
交
通
課
に
よ
れ
ば
、
市
内
の
人
身
事

故
の
お
よ
そ
二
〇
％
が
本
学
の
学
生
・
生
徒

が
関
係
す
る
事
故
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
昨
年
に
引
き
続
き
、田
辺
警
察
署

主
催
の
本
学
学
生
・
生
徒
を
対
象
と
す
る

「
第
二
回
二
輪
車
安
全
運
転
大
会
」が
五
月

十
四
日
に
、
山
城
田
辺
自
動
車
教
習
所
で

開
催
さ
れ
た
。

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
白
バ
イ
に
よ
る
模

範
演
技
の
後
、二
十
人
の
学
生
が
法
規
履
行

走
行
や
技
能
走
行
な
ど
の
競
技
大
会
に
参

加
す
る
と
い
う
形
で
、
楽
し
み
な
が
ら
安
全

運
転
の
技
術
習
得
に
励
ん
だ
。

約
二
時
間
に
わ
た
る
競
技
大
会
後
、
成

績
優
秀
者
の
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、田
辺

警
察
署
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

今
後
と
も
関

係
各
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
、

学
生
・
生
徒
の

安
全
な
通
学
の

た
め
に
努
め
て

い
き
た
い
。

中
国
か
ら
の
留
学
生
、
趙
岩
さ
ん（
留
学

生
別
科
修
了
）が
、「
第
四
十
一
回
外
国
人
に

よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
」予
選
を
通
過
し
、

六
月
十
日
、
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
本
選

に
出
場
、「
着
物
と
私
」と
い
う
題
で
堂
々
と

ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

趙
さ
ん
は
中
国
・
大
連
の
出
身
。
大
連
外

国
語
大
学
で
日
本
語
を
学
ん
だ
の
ち
、約
一

年
間
通
訳
を
し
て
い
た
が
、「
よ
り
日
本
語

ら
し
い
日
本
語
を
学
び
た
い
」と
来
日
。
留

学
生
別
科
を
こ
の
九
月
に
修
了
し
、日
本
語

に
い
っ
そ
う
磨
き
を
か
け
た
。「
と
く
に
敬
語

は
外
国
人
に
と
っ
て
難
し
い
。
中
国
語
に
も

敬
語
は
あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
簡
単
で
す
」。

日
本
の
着
物
に
は
、
中
国
に
い
る
と
き
か

ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
着
物
文
化

の
中
心
地
、京
都
で
留
学
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
り
、
全
日
本
き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト

（
外
国
人
の
部
）出
場
の
た
め
に
、
初
め
て
憧

れ
の
着
物
に
袖
を
通
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

「
初
め
て
着
物
を
着
た
時
、と
に
か
く
う
れ

し
い
だ
け
で
し
た
。で
も
着
付
け
の
先
生
か
ら
、

着
物
を
着
る
と
き
は
内
面
の
美
し
さ
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
く
う
ち
、そ

れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
日
本
の
文
化
の
奥

深
さ
を
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」。

着
物
を
美
し
く
着
こ
な
す
た
め
に
は
、そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
精
神
や
立
ち
居
振
る
舞

い
が
求
め
ら
れ
る
。
弁
論
大
会
で
は
惜
し
く

も
受
賞
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、ス
ピ
ー
チ
の

内
容
は
、そ
の
と
き
の
体
験
を
も
と
に
し
た

も
の
だ
。

着
物
に
は
、敬
語
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ

る
と
趙
さ
ん
は
言
う
。
座
る
姿
、
歩
く
姿
が

自
然
と
美
し
く
な
り
、そ
こ
に
礼
儀
正
し
さ

を
感
じ
る
。

五
十
六
も
の
民
族
が
い
る
中
国
。
代
表
的

な
民
族
衣
装
と
い
え
ば
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
だ

が
、こ
れ
を
着
る
と「
背
中
を
真
っ
直
ぐ
に

し
て
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
”礼

儀
の
衣
装
“で
す
ね
。
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を

着
る
人
は
知
的
な
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
」と
趙
さ
ん
。
さ
す
が
、

中
国
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
し
た
経
験
の

あ
る
女
性
ら
し
い
観
察
力
だ
。

現
在
中
国
で
は
、民
族
の
文
化
を
再
認
識

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
若
者
の
間
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。「
日
本
で
も
こ
の
伝
統

的
な
着
物
文
化
が
、
若
者
に
受
け
継
が
れ

て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
」。

第
二
回

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
　

イ
ンD

o
s
h
is
h
a

開
催

外
国
人
に
よ
る

日
本
語
弁
論
大
会
に
出
場

着
物
文
化
に
魅
せ
ら
れ
た

中
国
人
留
学
生
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六
月
十
二
〜
十
五
日
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
で

SEO
U
L
2000

FISITA
W
orld

Autom
otive

Congress

が
開
催
さ
れ
、
工
学
研
究
科
数

理
環
境
科
学
専
攻
修
士
課
程
二
年
次
生
の

山
川
敦
さ
ん
が
論
文
コ
ン
テ
ス
ト（Young

Youth
C
ong.Program

）で
最
優
秀
論
文

賞
を
受
賞
し
、
賞
金
一
、〇
〇
〇
ド
ル
を
手

に
し
た
。FISITA

W
orld

Autom
otive

C
ongress

は
毎
年
一
度
開
か
れ
る
自
動

車
関
連
最
大
の
世
界
的
国
際
会
議
で
、こ
れ

ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
く
開
催
さ
れ
て
お
り
、

参
加
者
は
毎
年
八
百
人
以
上
に
の
ぼ
る
。

こ
の
国
際
研
究
発
表
会
で
は
、大
学
院
生

な
ど
若
手
研
究
者
を
中
心
と
す
る
講
演
会

滞
日
中
に
学
ん
で
み
た
い
の
は
日
本
舞
踊

と
生
け
花
。
留
学
生
別
科
を
修
了
し
た
あ

と
、京
都
大
学
大
学
院
で
さ
ら
に
勉
学
を
続

け
て
い
る
。

「
生
活
、
服
飾
、
経
済
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
日

本
に
つ
い
て
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
学
び

た
い
。
そ
し
て
今
後
も
着
物
を
通
し
て
、
日

中
交
流
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

自
動
車
の
世
界
的
会
議
で

最
優
秀
論
文
賞

も
開
催
さ
れ
、山
川
さ
ん
は（
社
）日
本
自
動

車
技
術
会
か
ら
の
派
遣
研
究
者
三
人
の
う

ち
の
一
人
に
選
ば
れ
た
も
の
。

山
川
さ
ん
は
、
学
部
時
代（
機
械
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）か
ら
現
在
ま
で
藤
井
透
工
学
部

教
授
の
研
究
室（
構
造
工
学
）で
C
V
T（
無

段
変
速
機
）の
伝
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
を
続

け
て
い
る
。

び
被
告
の
立
場
で
各
一
ラ
ウ
ン
ド
ず
つ
対
戦

し
、
国
際
法
研
究
者（
大
学
教
員
・
大
学
院

生
な
ど
）が
裁
判
官
と
し
て
審
査
を
行
い
、

三
チ
ー
ム
が
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
出
で
き
る

と
い
う
勝
ち
抜
き
戦
。
こ
の
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

に
進
出
し
た
三
チ
ー
ム
が
原
則
と
し
て
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
七
カ
国
が
参
加
す
る
ア
ジ
ア
・
カ

ッ
プ（
東
京
開
催
）に
出
場
で
き
る
権
利
を

獲
得
す
る
。
ち
な
み
に
今
回
の
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
進
出
校
は
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
早
稲

田
大
学
、
優
勝
は
京
都
大
学
で
あ
っ
た
。

運
営
委
員
長
で
あ
る
尾
上
宏
典
さ
ん（
本

学
法
学
部
法
律
学
科
三
年
次
生
）は
、「
こ
の

国
際
法
模
擬
裁
判
大
会
で
求
め
ら
れ
る
も

の
は
、単
に
国
際
法
の
知
識
を
吸
収
す
る
能

力
だ
け
で
な
く
、弁
論
能
力
や
あ
る
事
例
に

対
す
る
リ
サ
ー
チ
力
な
ど
も
求
め
ら
れ
、こ

れ
ら
の
能
力
と
い
う
の
は
、
社
会
に
出
た
際

に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
を
学

国
際
法
模
擬
裁
判
大
会（
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ

プ
）は
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
る
「P.C

.

Jessup
InternationalLaw

M
ootC

ourt

C
om
petition

」と
呼
ば
れ
る
世
界
的
な
国

際
法
模
擬
裁
判
の
日
本
版
と
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、一
九
九
〇
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
、
今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
る
。

今
年
度
の
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
プ
は
、
同
志
社

大
学
を
会
場
と
し
、学
生
実
行
委
員
の
全
面

主
導
の
も
と
、
全
国
か
ら
十
二
大
学（
東
京

大
学
、京
都
大
学
、大
阪
大
学
、一
橋
大
学
、

東
北
大
学
、早
稲
田
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
、

神
戸
市
外
国
語
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
学

習
院
大
学
、
法
政
大
学
、
同
志
社
大
学
）約

百
人
が
参
加
し
た
。

「
テ
ロ
リ
ス
ト
引
渡
に
関
す
る
事
件
ヴ

ェ
ル
ド（V

erd

）対
オ
ル
デ
ィ
ナ（O

rdina

）」

と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、各
校
が
原
告
お
よ

国
際
法
模
擬
裁
判
大
会

（
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
プ
）開
催

生
時
代
に
修
得
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て

大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
」と
語

っ
て
く
れ
た
。

証
明
書
自
動
発
行
機
設
置

十
月
二
日（
月
）か
ら
在
学
生
向
け
に
証

明
書
自
動
発
行
機
が
使
用
可
能
に
な
る
。

発
行
で
き
る
証
明
書
の
種
類
と
発
行
機
の

設
置
場
所
は
次
の
と
お
り
。

種
　
　
類

在
学
証
明
書
・
成
績
証
明
書
・
卒
業
見
込
証

明
書
・
修
士
学
位
取
得
見
込
証
明
書（
以
上
、

英
文
・
和
文
）、
教
育
職
員
免
許
状
単
位
修

得
見
込
証
明
書
・
健
康
診
断
書（
以
上
、
和

文
の
み
）

※
卒
業
・
修
了
証
明
書
は
予
約
受
付
可
能

設
置
場
所

今
出
川
校
地
…
弘
風
館
一
階
、
明
徳
館
地
下

京
田
辺
校
地
…
嗣
業
館
京
田
辺
校
地
教
務

事
務
室
入
口
、

理
化
学
館
一
階

な
お
、
発
行
に
は
学
生
証
と
生
協
の
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
が
必
要
で
あ
る
。
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か
機
械
に
埋
め
込
め
な
い
も
の
か
と
研
究
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
技
術
を
生
か
し
て
、
一
般
向
け
の
商
品

を
開
発
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
今
回
の
電
子
ペッ
ト

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

石
川
●
な
ぜ
猫
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

田
島
●
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
”役
に
立
た
な
い
も

の
を
つ
く
る
“と
い
う
こ
と
で
し
た（
笑
）。
で
は
、
役

に
立
つ
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
掃

除
を
す
る
と
か
ご
飯
を
炊
く
と
か
、
人
間
に
替
わ
っ

て
何
か
を
や
っ
て
く
れ
る
も
の
。
物
理
的
に
働
き
を

す
る
も
の
を
私
た
ち
は
そ
う
呼
ぶ
わ
け
で
す
ね
。
じ

ゃ
あ
、
役
に
立
た
な
い
も
の
は
何
か
と
い
う
と
、
お

も
ち
ゃ
で
あ
る
と
か
ペッ
ト
と
か
で
す
ね
。
確
か
に
こ

れ
ら
は
物
理
的
な
有
益
性
に
は
乏
し
い
。
で
も
、な

ん
の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
と
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
人
は
ペッ
ト
を
飼
う
の
か
を

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
精

神
的
な
働
き
か
け
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
ペッ
ト
を

飼
う
。”精
神
的
な
充
足
“で
あ
る
と
か
”癒
し
“を
与

え
て
く
れ
る
か
ら
飼
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
ペッ
ト
と

い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
”精
神
的
な

充
足
“と
か
”癒
し
“と
な
る
と
身
近
で
、
扱
い
や
す

い
も
の
が
い
い
。
そ
う
な
る
と
必
然
的
に
犬
か
猫
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
動
き
回
ら
な
く
て
も

豊
か
な
表
現
力
が
あ
り
、抱
い
て
似
合
う
猫
に
落
ち

着
い
た
の
で
す
。

石
川
●
ど
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
開
発
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、ペッ
ト
が
飼
え
な
い
マ
ン
シ
ョ

ン
生
活
者
と
か
。

田
島
●
実
際
に
欲
し
が
ら
れ
る
の
は
そ
う
い
っ
た
方

石
川
●
猫
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
、な
ぜ
ペッ
ト
を
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
よ
う
と

思
わ
れ
た
の
か
そ
の
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
島
●
ま
ず
私
た
ち
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
何
か
新

し
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
オ
ム
ロ

ン
は
、医
療
関
連
商
品
が
一
般
的
に
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
一
方
、
以
前
か
ら
フ
ァ
ジ
ー
と
い
う
技

術
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
人
間
の
持
つ
知
恵
を
何
と

1961年生まれ、京都府出身。1984年
オムロン株式会社に入社。技術本部IT
研究所に勤務。主にセンサー技術、フ
ァジー技術の研究に従事していたが、
1997年から電子ペットの開発に取り組
む。山登りとカメラが趣味で、時間を
つくっては、ニュージーランドやアラス
カに出かけるという。

田島
た し ま

年浩
と し ひ ろ

さん

【1984年工学部電子工学科卒業】

ELECTRONIC PET
"TAMA"

同 志 社 人 訪 問
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せ
て
飼
い
主
に
適
応
し
て
い
け
る
も
の
に
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
社
内
的
に
は
、
も
っ
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
性
を
出
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
開
発
当
初
か
ら
、ペッ
ト
の

持
つ
”癒
し
“の
効
果
を
電
子
ペッ
ト
に
託
し
て
み
た

い
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

石
川
●
ペッ
ト
を
飼
い
た
く
て
実
際
に
飼
っ
て
み
た

け
れ
ど
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
飼
い
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
か
ら
、そ
ん

な
方
に
電
子
ペッ
ト
は
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。
と
こ
ろ

で
田
島
さ
ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
心

が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

田
島
●
い
い
え
、ロ
ボ
ッ
ト
に
は
そ
れ
ほ
ど
興
味
が

な
か
っ
た
。
主
と
し
て
音
を
利
用
し
た
計
測
セ
ン
シ

ン
グ
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
は
電
子
ペッ
ト
に
も
生
き
て
い
る
の

で
す
が
、
当
時
は
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
な
ど
思
い
も
及
ば

な
か
っ
た
。
電
子
ペッ
ト
の
テ
ー
マ
を
知
る
前
は
化
学

工
場
で
働
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
し

た
。
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
知
識
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
に
埋
め
込
み
、
自
動
制
御
で
き
る
学
習
型
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
す
。こ
れ
は
、事
業
的
に
大
き
く
で

き
な
か
っ
た
の
で
長
続
き
せ
ず
、こ
れ
と
同
様
の
技

術
、つ
ま
り
人
間
の
よ
う
に
知
恵
を
持
ち
、
学
習
し

な
が
ら
進
化
す
る
新
し
い
機
械
と
い
う
こ
と
で
、ペ

ッ
ト
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

石
川
●
研
究
生
活
は
た
い
へ
ん
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
何
か
趣
味
は
お
持
ち
で
す
か
。

田
島
●
趣
味
は
山
登
り
と
カ
メ
ラ
で
す
。
学
生
時
代

は
、
稜
友
会
と
い
う
山
登
り
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
今
は
忙
し
い
の
で
な
か
な
か
時
間
が
と

れ
ま
せ
ん
が
、
山
や
自
然
が
好
き
で
、
時
間
が
で
き

た
ら
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
に
も
出
か
け
て
い
ま

す
。
な
ぜ
山
登
り
が
好
き
な
の
か
と
よ
く
た
ず
ね
ら

ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
欲
し
い
」と
話
さ
れ
る
主
婦
も

お
ら
れ
た
。

石
川
●
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
ね
。

田
島
●
犬
と
違
っ
て
猫
は
き
め
細
か
い
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら「
タ
マ
」も
ぬ
い
ぐ
る
み
ロ

ボ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、自
閉
症
の
方
な
ど

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
て
も
効
果
的
で
、リ
ハ
ビ

リ
に
も
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
電
子
ペッ
ト

の
話
題
で
新
し
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す
ね
。
私
た
ち
は
工
学
的
な
視
点
か

ら
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
が
、商
品
の
性
格
上
こ
れ

は
ど
う
し
て
も
心
理
学
や
精
神
医
学
の
見
地
か
ら

の
意
見
も
聞
い
て
お
こ
う
と
専
門
家
を
訪
ね
た
り

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て「
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」と
お
っ
し
ゃ
る
。
動
物
愛
護
団
体

か
ら
苦
情
も
な
い
し
、あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら
な
く

て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
が
、そ
れ
は
購
入
す
る
方
に
考
え
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

石
川
●「
タ
マ
」は
、い
つ
商
品
化
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

田
島
●
こ
れ
は
ま
だ
試
作
品
な
ん
で
す
。
改
良
を

急
い
で
い
る
の
で
す
が
、
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
も

う
少
し
表
現
力
を
増
や
し
、
学
習
機
能
を
充
実
さ

で
す
ね
。
そ
の
他
に
は
、
高
齢
者
と
か
入
院
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

石
川
●
私
は
犬
も
猫
も
飼
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
猫

は
難
し
い
で
す
よ
ね
。
呼
べ
ば
犬
は
飛
ん
で
き
ま
す

が
、
猫
は
来
た
り
来
な
か
っ
た
り
気
ま
ぐ
れ
で
、
予

測
不
可
能
な
動
き
を
し
ま
す
よ
ね
。

田
島
●
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
私
も
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
犬
派
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
開
発
に
あ
た
っ

て
は
猫
を
い
ろ
い
ろ
と
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
お
っ
し

ゃ
る
よ
う
に
奥
が
深
い（
笑
）。
で
も
考
え
よ
う
に
よ

っ
て
は
、
気
ま
ぐ
れ
な
ら
、
気
ま
ぐ
れ
に
動
か
せ
て

い
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
か
ら
簡
単
だ
。
む
し
ろ
問
題

は
、犬
に
は
な
い
し
な
や
か
な
身
の
こ
な
し
で
す
ね
。

機
械
で
つ
く
る
の
は
相
当
難
し
い
。

石
川
●「
タ
マ
」と
い
う
名
前
は
？

田
島
●
商
品
を
開
発
す
る
に
あ
た
っ
て
と
り
あ
え

ず
名
前
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
、
猫
と
い

え
ば「
タ
マ
」だ
ろ
う
と
い
う
実
に
単
純
な
理
由
で

名
付
け
ま
し
た
。

石
川
●
と
こ
ろ
で
、
電
子
ペッ
ト
は
い
く
ら
生
き
物

の
よ
う
に
動
い
て
も
所
詮
仮
想
現
実
で
す
ね
。
最

終
的
に
は
物
で
す
か
ら
、た
と
え
ば
最
近
の
少
年
事

件
に
あ
る
よ
う
に
、こ
れ
を
い
じ
め
て
そ
の
反
応
を

実
際
の
動
物
で
試
し
て
み
た
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

田
島
●
実
は
、
試
作
段
階
で
い
ろ
い
ろ
な
方
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
中
に
は
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
て「
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
主
張
さ
れ
る
方
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、お
お
む
ね

肯
定
的
な
意
見
が
多
く
、「
い
つ
も
は
一
人
で
寂
し

く
食
事
を
と
っ
て
い
る
け
ど
、
電
子
ペ
ッ
ト
を
食
卓

に
乗
せ
て
話
を
し
な
が
ら
食
べ
る
と
食
が
進
む
」と

語
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
し
、

「
情
操
教
育
に
な
る
か
ら
、た
た
く
と
凄
く
怒
る
プ

124*  00.11.2 4:28 PM  ページ 12



ELECTRONIC
PET

13

れ
ま
す
が
、や
は
り
達
成
感
で
す
ね
。
目
標
を
決

め
、自
分
を
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
頂
上
に
立
つ
達
成

感
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
意
味
で
は
研
究
生
活
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

今
回
の
電
子
ペッ
ト
の
開
発
に
し
て
も
、
学
会
発
表

と
い
う
大
き
な
目
標
の
も
と
に
三
年
間
研
究
を
続

け
て
き
た
ん
で
す
ね
。

石
川
●
振
り
返
っ
て
み
て
田
島
さ
ん
の
学
生
時
代
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
た
か
。

田
島
●
現
在
、
研
究
に
あ
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
大
学

に
行
く
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、私
は
本
当
に
自
由

な
学
生
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
実
感
で
す
ね
。
今
に

し
て
思
え
ば
、い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ト
ラ
イ
し
な
か
っ
た
。
も
し
、

今
の
時
代
に
学
生
に
も
ど
れ
る
と
す
れ
ば
、
ぜ
ひ

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
み
た
い
。
と
い
う
の
は
、

大
き
な
組
織
に
入
る
と
、た
と
え
ば
開
発
職
に
い
る

と
経
営
の
知
識
ま
で
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
。
し

か
し
、
事
業
と
い
う
の
は
や
は
り
経
営
と
い
う
骨
格

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
時
間
が

た
っ
ぷ
り
あ
る
学
生
時
代
に
、
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

作
っ
て
経
営
の
経
験
を
し
て
み
た
か
っ
た
で
す
ね
。

石
川
さ
ん
は
、
今
勉
強
以
外
に
何
か
し
て
い
る
の
で

す
か
。

石
川
●
人
形
劇
団
で
、
幼
稚
園
を
中
心
に
公
演
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

田
島
●
学
生
時
代
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
い
ろ
ん
な
機
会
を
見
つ
け
て
社
会
と
の
接
点
を
持

っ
て
欲
し
い
。

石
川
●
人
形
劇
の
公
演
の
あ
と
、子
供
た
ち
の
ご
両

親
と
話
す
機
会
が
あ
る
ん
で
す
が
、と
て
も
い
い
勉

強
に
な
り
ま
す
。

田
島
●
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
い
い
の

最近は電子ペットがたくさん出回り、一種のブームのようになっています。でも田島さん

たちが開発されている電子ペットのタマに出会って、「これは、私が知っている電子ペッ

トとちょっと違うな」と感じました。私自身、犬と猫とハムスターを飼っているので分かる

のですが、ペットは家族同然であり、気持ちをなぐさめられることがとても多いのです。田

島さんのお話にも出てきましたが、開発にあたってはいろんな人にリサーチし、電子ペッ

トの功罪まで検討されました。そして、おもちゃの延長ではなく、人間とペットとの関係

性を大切にした電子ペット開発に挑戦されているのです。しかし、仮想は仮想であり、生

きたペットとはやはり違う…と考えると、ちょっと複雑な気持ち。自然とふれ合うことが大

好きな田島さん自身が、そのあたりの矛盾を一番感じておられるような気がします。

自然界の好きな田島さんが発想すると、
電子ペットも人間とのふれ合いを志向する。

I N T E R V I E W E R

石川 真理さん
【法学部法律学科】

3年次生

小学生時代の5年間をシドニーで過
ごす。英語は苦労せず自然に身につ
いたと語る。同志社国際高校を経て、
現在法学部に学び、将来は司法書
士をめざして勉強中。人形劇団「阿
呆加座」に所属し、副座長を務める。

で
す
が
、そ
れ
を
通
じ
て
社
会
と
接
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
現
実
の
社
会
と
い
う
も
の
が
ど

う
い
う
も
の
か
分
か
る
し
、
自
分
の
進
む
べ
き
方
向

性
も
見
え
て
き
ま
す
。
私
は
今
オ
ム
ロ
ン
と
い
う
会

社
の
研
究
室
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
世
界

は
ど
う
だ
ろ
う
と
や
は
り
気
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
、学
生
時
代
に
は
社
会
と
で
き
る
だ
け
多
く
の
接

点
を
つ
く
っ
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
覗
い
て
み
る
べ

き
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
の
確
か
な
夢
も
育

め
る
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
い
け
な
い
の
は
、
自
由

で
選
択
肢
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

分
で
決
断
せ
ず
流
さ
れ
る
ま
ま
に
生
き
て
い
く
こ

と
で
す
。
社
会
人
で
も
よ
く
い
る
の
で
す
が
、
自
分

で
自
分
の
目
標
を
設
定
で
き
な
い
人
、そ
し
て
た
と

え
ば
上
司
に
目
標
設
定
し
て
も
ら
い
、そ
の
目
標
に

向
か
っ
て
仕
事
を
遂
行
し
て
い
く
過
程
で
そ
れ
が
う

ま
く
進
ま
な
い
時
、目
標
が
悪
い
な
ど
と
理
由
付
け

し
、
責
任
転
嫁
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
そ
の
人
の
能
力
は
伸
び
ま
せ
ん
し
、
結
果

は
出
ま
せ
ん
。
自
分
で
し
っ
か
り
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
む
姿
勢
が
大
切
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
、
研
究
テ

ー
マ
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
過
程
で
、そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
作
っ
て
い
か
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

石
川
●
ど
う
も
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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石原哲男さん

日
本
の
結
髪
の
歴
史
は
古
く
、古
墳
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
は
、女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
ま

た
結
髪
し
て
い
た
と
い
う
。こ
の
結
髪
文
化
が
花
開
き
、

数
多
く
の
髪
型
が
生
ま
れ
た
の
が
江
戸
時
代
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
髪
型
の
流
行
を
生
み
出
し
た
の

が
舞
妓
や
太
夫
ら
、花
街
の
女
性
た
ち
だ
っ
た
。
祇
園

で
美
容
室
を
営
む
石
原
さ
ん
が
、セッ
ト
に
訪
れ
る
舞

妓
や
芸
妓
を
見
な
が
ら
、「
自
分
も
彼
女
た
ち
の
髪
を

結
っ
て
み
た
い
」と
思
い
立
っ
た
の
は
当
然
か
も
し
れ
な

い
。し
か
し
、花
街
の
結
髪
職
人
の
世
界
は
閉
ざ
さ
れ

て
い
た
。
ま
る
二
年
さ
が
し
あ
ぐ
ね
た
末
、偶
然
結
髪

の
技
術
を
教
え
て
く
れ
る
結
髪
師
に
め
ぐ
り
会
っ
た

石
原
さ
ん
は
、そ
の
後
日
本
髪
の
世
界
に
の
め
り
込

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。太
夫
の
髪
型
を
、ほ
ど
か
せ
て

も
ら
い
な
が
ら
技
術
を
盗
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

教
壇
に
立
っ
た
石
原
さ
ん
は
、浴
衣
姿
の
モ
デ
ル
に

向
か
い
髪
を
結
っ
て
い
く
。「
習
い
た
て
の
頃
は
、た
っ
ぷ

り
二
時
間
半
か
か
り
ま
し
た
が
、今
は
二
十
分
も
あ

れ
ば
結
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
、解
説
を
交
え

な
が
ら
流
れ
る
よ
う
な
手
さ
ば
き
で
髪
を
結
っ
て
い

く
。
髪
を
と
か
し
、前
髪
か
ら
び
ん
へ
と
コ
テ
を
あ
て
、

油
を
塗
る
。
舞
妓
の
髪
型
に
比
べ
る
と
、太
夫
の
髪
型

は
実
に
大
仰
な
も
の
で
、重
量
は
数
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

達
し
、そ
の
た
め
油
を
た
っ
ぷ
り
使
い
き
つ
く
結
う
。
結

っ
た
髪
は
、舞
妓
な
ら
一
週
間
、箱
枕
を
使
っ
て
持
た

せ
る
が
、太
夫
は
さ
す
が
に
毎
日
結
う
の
だ
そ
う
だ
。

舞
妓
の
髪
型
の
モ
デ
ル
役
を
務
め
た
佐
藤
ゆ
い
さ
ん

（
経
済
学
部
二
年
次
生
）は「
コ
テ
は
熱
い
し
、髪
は
引

っ
張
れ
て
痛
か
っ
た
」と
語
り
、一
方
太
夫
の
モ
デ
ル
を

務
め
た
秦
裕
香
里
さ
ん（
経
済
学
部
二
年
次
生
）は

「
顔
が
も
う
一
つ
で
き
た
く
ら
い
重
い
で
す
」と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

現
在
、京
都
で
活
躍
す
る
結
髪
師
は
石
原
さ
ん
を

含
め
て
五
人
。
石
原
さ
ん
以
外
は
す
べ
て
女
性
だ
と

い
う
。し
か
も
こ
の
ま
ま
高
齢
化
が
進
め
ば
、祇
園
の

舞
妓
や
芸
妓
の
髪
が
結
え
る
結
髪
師
は
消
滅
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
に
、島
原
太
夫
の
髪
が
結
え

る
の
は
、今
や
石
原
さ
ん
一
人
な
の
だ
。
石
原
さ
ん
が

個
展
を
開
き
、写
真
集
の
出
版
に
積
極
的
に
取
り
組

む
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。「
皆
さ
ん
は
写
真
集
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、私
は
資
料
集
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

語
る
。
結
髪
師
は
も
ち
ろ
ん
、髪
飾
り
も
着
物
も
本

物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
職
人
が
い
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
現
実
か
ら「
日
本
髪
の
文
化
を
残
せ
る
の

は
、今
し
か
な
い
」と
い
う
強
い
意
識
が
働
く
か
ら
だ
。

せ
め
て
写
真
集
に
し
た
り
、ビ
デ
オ
に
収
め
て
技
術
を

後
世
に
伝
え
た
い
、そ
ん
な
思
い
が
石
原
さ
ん
を
突
き

動
か
す
の
だ
。
石
原
さ
ん
が
髪
結
い
の
世
界
を
志
し

た
と
き
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
門
戸
。
石
原
さ
ん
は
、「
そ
れ

で
は
だ
め
だ
」と
言
う
。「
他
人
に
技
を
見
せ
て
、盗
ま

れ
る
よ
う
な
技
は
技
で
は
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
、先

生
か
ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
、私
た
ち
は
次
の
世
代

に
伝
え
る
義
務
が
あ
る
の
で
す
」と
語
る
。
浮
世
絵
を

見
な
が
ら
百
種
類
を
超
え
る
江
戸
時
代
の
髪
型
を
現

代
に
再
現
し
て
み
せ
た
石
原
さ
ん
に
と
っ
て
、結
髪
は

祇
園
に
花
街
文
化
が
残
る
か
ぎ
り
生
き
続
け
る
べ
き

文
化
な
の
だ
。「
博
物
館
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
収
め
る
た

め
に
物
を
作
り
出
し
た
ら
職
人
は
お
し
ま
い
。
現
実

の
生
活
の
中
で
機
能
さ
せ
て
こ
そ
職
人
だ
し
、わ
れ
わ

れ
の
受
け
継
い
だ
技
術
は
そ
の
た
め
の
も
の
な
の
で

す
」と
語
る
。

現
在
、合
理
主
義
の
名
の
下
に
多
く
の
職
人
文
化

が
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
講
演
に
先
だ
ち
、西

村
卓
教
授
が「
今
日
の
講
演
を
通
し
て
、従
来
の
発
展

論
で
は
な
く
、”職
人
と
そ
の
技
“と
共
存
で
き
る
二

十
一
世
紀
型
の
発
展
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
よ
う
に
、日
本
文
化
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
も
、私
た
ち
は

伝
統
文
化
に
も
っ
と
注
意
深
く
あ
る
べ
き
だ
し
、職
人

も
ま
た
石
原
さ
ん
が
言
う
よ
う
に「
形
だ
け
を
大
切

に
す
る
の
で
は
な
く
、時
代
に
適
応
で
き
る
柔
軟
性

を
持
つ
べ
き
」な
の
だ
ろ
う
。

石原哲男さんは、関西理美容専門学校で
学んだのち、六年間の美容院勤務を経て
独立。二十六歳で祇園に美容室「やまと」
を開業する。土地柄から舞妓、芸妓のお客
が多く、日本髪への興味が高まり、太夫の
髪結い師に教わろうとしたが門前払いされ
る。やはり伝統の職人芸は門外不出なの
かとあきらめていたところ百々喜子（どどき
し）さんに出会い、結髪師の世界へ。その
後は、個展開催や『歴代の髪型』（京都書
院）など、出版活動にも積極的に取り組む。
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1999年度大学決算は、5月11日開催の大学予算委員会および大学評議会、
5月27日開催の法人理事会において承認されました。

学生生徒等納付金は231億円で、収入総

額に占める割合（学費依存率）は72％とな

り、前年度に対し3ポイント低下しています。

手数料は12億円で、入学検定料が主なも

のです。

寄付金は2億円で、教育研究施設等整備資

金寄付金、奨学寄付金、教育研究基金宛寄付

金および機器備品・図書等の現物寄付金など

です。

補助金は33億円で、国庫補助金が主なもの

ですが、そのうち経常費補助金では一般補助

において奨学事業の実施状況による配分基準

の加算、特別補助において新規項目の採択な

どにより増収になりました。また、施設設備

対象の補助金においては防災機能等強化緊急

特別推進事業、教育・学習方法高度情報化推

進事業、最先端研究所等整備特別事業などの

追加申請により予算額を9億円上回りました。

資産運用収入は6億円で、基本金引当資産

の運用収入および預金等の受取利息・配当金

などです。

事業収入は1億円で、企業からの委託研究

費などの受託事業収入が主なものです。

雑収入は9億円で、私立大学退職金財団か

らの交付金収入が主なものです。

分担金は1億円で、法人業務に対する法人

内諸学校の負担分です。

固定資産除却額は6億円で、当年度除却固

定資産に係る資産取得価額です。

借入金等収入は3億円で、当年度建設事業

に対する借入額です。

収入の部合計は、使途特定の特定支出準備

金取崩額を加えて317億円となり、補助金

の増額などにより予算に対して10億円の増

収となりました。

人件費は137億円で、支出合計に占める

割合（人件費比率）は43％となり、前年度

に対し5ポイント低下（改善）しています。

教育研究経費は80億円で、大学の経常的

な教育研究活動に要した経費です。主に研究

費および実験実習費、委託研究費の予算繰越

による未執行残、光熱水費の節減および通信

設備更新による通信費の削減などにより、予

算額を2億円下回りました。

管理経費は8億円で、大学の維持管理に要

した経費です。主に経費の節減による執行残

により予算額を下回りました。

施設関係支出は21億円で、扶桑館改修に

よる演習教室等の整備、寧静館地階の情報処

理教室の新設、知真館教室へのＬＡＮ敷設お

よび同志社びわこリトリートセンター建設事

業などの施設整備事業が主なものです。

設備関係支出は15億円で、教育研究用機

器備品・図書など固定資産の取得に係るもの

です。なお、予算計上後の補助金対象事業の

追加申請による支出増加がありますが、予算

内での執行となりました。

借入金等返済支出は33億円で、過年度建

設事業に係る借入金の返済額です。私学事業

団借入金については定時償還分を、市中銀行

借入金については自己資金を留保するため返

済を繰り延べた借入金を償還計画にもとづき

返済しています。

第2号基本金組入額は、組入計画にもとづ

き、教学施設整備資金9億円、研究装置設備

等整備資金2億円、情報基盤整備資金1億円

の合計12億円を組入れています。

第3号基本金組入額は、組入計画にもとづ

き、同志社大学奨学基金に5億円、国際交流

基金に2億円を組入れたほか、特別寄付金な

らびに基金果実の使用残額など合計7億円を

組入れています。

第4号基本金組入額は、法人全体の組入計

算にもとづき必要額を組入れています。

支出の部合計は、使途特定の特定支出準備

金繰入額を加えて321億円となり、経費の

執行残および予備費の未執行などにより予算

に対し5億円の減少となりました。

収入の部合計から支出の部合計を差し引い

た当年度消費収支差額は、経常勘定において

は収入超過となっていますが、建設勘定では

依然として多額の支出超過を計上することに

なり、合計4億円の消費支出超過となりました。

また、累積消費収支差額としては、翌年度

以降の消費支出に充てるための消費支出準備

金繰入後の支出超過額21億円により、さら

に膨らみ、翌年度以降に173億円の消費支

出超過額を繰越すことになりました。

借入金残高は、当年度建設事業に係る新規

借入金の増加があるものの、これを上回る借

入金返済による減少により、前年度末に対し

30億円減少し当年度末の借入金残高は89

億円となりました。

消費支出超過額は内部資金の不足額であ

り、借入金は外部資金への依存額です。

したがって、この両方を合わせた金額が自

己資金の不足額となります。

なお、この自己資金の不足額は前年度末の

270億円に対して、当年度末は261億円と

なり、9億円減少しました。

人件費比率の引き下げ、経費の節減および補

助金の新規開拓などにより学費依存率を低下

させつつ、財政の改善を図ることができました。

収入の部 支出の部

収支差額

借入金

累積赤字

大学決算について 
財務部 経理課 

（本文中の金額については１億円未満を四捨五入しています）
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■1999年度　収支計算書

収　　入　　の　　部 
差　　　　異 

△ 29,581

15,195

△ 62,520

△ 894,065

△ 21,975

△ 10,913

△ 34,701

△ 218,926

332

0

△ 1,257,154

△ 222,928

△ 1

100,000

398,900

△ 26,575

249,396

15,579

△ 992,179

支　　出　　の　　部 

収　支　差　額 

　　  科　　　　　目 予　　　　算 

△ 1,827,420

△ 589,770

0

△ 2,417,190

△ 15,190,530

△ 17,607,720

決　　　　算 

△ 351,494

△ 1,719,132

0

△ 2,070,626

△ 15,190,529

△ 17,261,155

差　　　　異 

 

学 生 生徒等納付金   

手 数 料   

寄 付 金   

補 助 金   

資 産 運 用 収 入   

資 産 売 却 差 額   

事 業 収 入   

雑 収 入   

繰 出 金   

分 担 金   

帰 属 収 入 合 計   

固 定 資 産 除 却 額   

前年度基本金組入額繰延額  

第２号基本金取崩額  

借 入 金 等 収 入   

当 期 末 未 払 金   

基本金過年度組入額、未組入額合計  

特定支出準備金取崩額  

収 入 の 部 合 計  

人 件 費   

教 育 研 究 経 費   

　 消 耗 品 費 他  

　 減 価 償 却 額  

管 理 経 費   

　 消 耗 品 費 他  

　 減 価 償 却 額  

借 入 金 等 利 息   

資 産 処 分 差 額   

徴収不能引当金繰入額  

徴 収 不 能 額   

繰 入 金   

予 備 費   

消 費 支 出 合 計   

施 設 関 係 支 出   

設 備 関 係 支 出   

固 定 資 産 受 贈 額   

翌年度基本金組入額繰延額  

借 入 金等返済支出   

前 期 末 未 払 金   

第２号基本金組入額  

第３号基本金組入額  

第４号基本金組入額  

基本金要組入額、当年度組入額合計  

特定支出準備金繰入額  

支 出 の 部 合 計  

科　　　　　目 

科　　　　　目 

借　　入　　金 

　　  科　　　　　目 予　　　　算 

11,835,340

700,000

△ 3,275,220

9,260,120

決　　　　算 

11,835,339

301,100

△ 3,276,317

8,860,122

差　　　　異 

 前 年 度 末 借 入 金 残 高   

当 年 度 借 入 額   

当 年 度 返 済 額   

当 年 度 末 借 入 金 残 高  

当 年 度 消 費 収 支 差 額  

消費支出準備金繰入額  

消費支出準備金取崩額  

繰入取崩後当年度消費収支差額 

前年度繰越消費収支差額 

翌年度繰越消費収支差額 

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　)

［           　　　 　］ ［           　　　 　］ ［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

 

 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

 

 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ ［           　　　 　］ 

予　　　　算 

23,108,880

1,184,800

140,940

2,401,700

539,850

0

95,160

632,240

7,430

148,810

28,259,810

420,950

9,020

860,000

700,000

0

1,989,970

481,910

30,731,690

決　　　　算 

23,138,461

1,169,605

203,460

3,295,765

561,825

10,913

129,861

851,166

7,098

148,810

29,516,964

643,878

9,021

760,000

301,100

26,575

1,740,574

466,331

31,723,869

13,440,550

8,303,170

5,734,490 
2,568,680 
865,330

781,930 
83,400 

268,600

0

59,830

0

91,870

100,000

23,129,350

2,357,030

1,720,710

0

16,360

3,275,220

22,710

1,200,000

723,160

37,000

9,352,190

77,570

32,559,110

13,665,861

8,058,807

5,490,719 
2,568,088 
794,556

710,663 
83,893 

264,976

44,281

52,870

4,674

100,435

22,986,460

2,059,661

1,536,400

53,987

1,475

3,276,317

23,421

1,200,000

733,450

37,000

8,921,711

167,192

32,075,363

△ 225,311

244,363

243,771 
592 

70,774

71,267 

△ 493 
3,624

△ 44,281

6,960

△ 4,674

△ 8,565

100,000

142,890

297,369

184,310

△ 53,987

14,885

△ 1,097

△ 711

0

△ 10,290

0

430,479

△ 89,622

483,747

予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異 

（単位：千円）1999（平成11）年4月1日から2000（平成12）年3月31日まで

人件費 
43％ 

（137億円） 

教育研究経費 
  25％（80億円） 管理経費 

3％（8億円） 

借入金等利息ほか 
1％（5億円） 

施設関係支出 
6％（21億円） 

設備関係支出 
5％（15億円） 

借入金等返済支出 
10％（33億円） 

固定資産受贈・繰延額 
1％（1億円） 

消費支出超過額（　ー　）　4億円 

収入合計　317億円 
（うち帰属収入　295億円） 

支出合計　321億円 
（うち消費支出　230億円） 

学生生徒等納付金 
72％（231億円） 手数料 

4％（12億円） 

寄付金 
1％（2億円） 

補助金 
10％（33億円） 

資産運用収入 
雑収入　その他 
5％（17億円） 

借入金等収入 
1％（3億円） 

固定資産除却・繰延額 
2％（7億円） 

基本金取崩額 
準備金取崩額 
4％（12億円） 

基本金組入額 
準備金繰入額 
6％（21億円） 

消費支出超過額 
1％（4億円） 

■収支構成図

用 語 解 説

●収支計算書
学校法人会計基準にもとづく消費収支計算書においては基本金

組入額を帰属収入から控除して表示しているので、収支の内容をよ
りわかりやすくするために、消費収支計算書に基本金組入計算に係
る各項目をそれぞれ収入・支出の部に計上したのが『収支計算書』
です。

●基　本　金
第１号基本金は、学校法人が、教育研究活動に供するため、自己

資金により取得した固定資産の価額です。収支計算書において第1
号基本金組入額は、支出の部に取得した固定資産（施設関係支出、
設備関係支出、現物寄付資産）の額を表示し、さらに過年度取得し
た固定資産に係る借入金等返済支出を表示しています。また、収入
の部に固定資産取得に係る借入金等収入、固定資産除却による再
取得価額などを表示しています。
第２号基本金は、将来取得する固定資産に充てるための資金です。
第３号基本金は、基金として継続的に保持し、その運用果実によ

り教育研究活動の遂行を支援するための資金です。
第４号基本金は、恒常的に保持すべき資金として学校法人会計基
準が定める額です。
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猿
木（
総
務
幹
事
）●
岩
下
ゼ
ミ
は
、
商
品
開
発
と

市
場
の
ニ
ー
ズ
の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
品
質
保

持
、環
境
保
全
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、

A1
班
か
ら
D2
班
ま
で
、ゼ
ミ
生
全
員
が
自
分
た
ち
が

決
め
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
今
日
は
先
輩
た
ち
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
各
班
の
活
動
、
研
究
テ
ー
マ
を
紹
介
し

村
岡
●
私
た
ち
Ｂ
班
は
、
B1
班
が
国
際
化
時
代
の

社
内
標
準
化
に
つ
い
て
、
B2
班
が
製
品
開
発
に
つ
い

て
研
究
す
る
つ
も
り
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
製
品
開
発
の
重
要
な
指
標
に
も
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
も
収
集
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
関
東
学
院
大
学
の
石
崎

ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
と
も
共
通
し
て
お
り
、
合
同
研

究
発
表
で
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

B
班
は
、岩
下
ゼ
ミ
全
体
の
台
所
を
預
か
っ
て
お
り
、

各
班
の
日
常
的
な
報
告
資
料
の
作
成
費
用
や
工
場

見
学
、
合
宿
、コ
ン
パ
等
々
の
会
計
全
般
の
運
用
に

責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

西
辻
●
Ｃ
班
は
主
に
ゼ
ミ
活
動
の
一
つ
、工
場
見
学

を
担
当
し
ま
す
。
工
場
見
学
は
年
に
二
度
行
わ
れ

て
く
だ
さ
い
。

藤
野
●
Ａ
班
は
、A1
班
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
、A2

班
が
広
告
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
は
、ま

だ
具
体
的
な
構
想
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ゼ
ミ
の
活
動
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
開
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商学部
［岩下正弘ゼミ］3年次

岩下 正弘
【商学部教授】

商
品
学
を
学
ぶ
岩
下
ゼ
ミ
で
は
、
十
二
月
に
開
催
さ
れ
る「
日
本
学
生
商
品
学
会
」（
関
東
学
院
大
学
と
の
合
同
研
究

発
表
会
）に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
ゼ
ミ
生
四
十
人
が
Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
班
に
分
か
れ
、
班
の
責
任
分
担

を
決
め
る
と
と
も
に
、
班
内
で
さ
ら
に
１
班
と
２
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。
班
割
は
図
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
各
班
長
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
幹
事
、
さ
ら
に
全
体
の
調
整
と
、
先
生
と
の
連
絡
役
を
務
め
る
総
務
幹

事
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
先
生
か
ら
の
連
絡
事
項
は
、
総
務
幹
事
を
介
し
て
全
ゼ
ミ
生
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

岩
下
先
生
は
こ
れ
を
”全
員
責
任
制
度
“と
呼
び
、
ゼ
ミ
生
全
員
が
ゼ
ミ
運
営
に
何
ら
か
の
形
で
責
任
を
担
い
、
学
内
・

学
外
で
の
研
究
発
表
を
通
し
て
、
研
究
論
文
を
書
く
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
い
て
い
る
。
今
日
は
、
四

年
次
生
を
交
え
て
十
二
月
の
「
日
本
学
生
商
品
学
会
」に
向
け
て
の
準
備
と
ゼ
ミ
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

総務幹事 

A班　幹事 B班　幹事 C班　幹事 D班　幹事 

A1 
班 
 
班 
長 

A2 
班 
 
班 
長 

B1 
班 
 
班 
長 

B2 
班 
 
班 
長 

C1 
班 
 
班 
長 

C2 
班 
 
班 
長 

D1 
班 
 
班 
長 

D2 
班 
 
班 
長 

（猿木さん） 

（藤野さん） （村岡さん） （西辻さん) 
 

（松田さん） 

（
安
達
さ
ん
） 

（
赤
井
さ
ん
） 

（
藤
田
さ
ん
） 

（
福
嶋
さ
ん
） 

（
長
谷
川
さ
ん
） 

（
羽
矢
さ
ん
） 

（
東
野
さ
ん
） 

（
久
田
さ
ん
） 

西村 幸剛
ゆ き た か

4年次生

真鍋 武明
4年次生

猿木 健
【総務幹事】3年次生
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昨
年
は
同
志
社
大
学
か
ら
三
題
、関
東
学
院
大
学
か

ら
一
題
の
論
文
が
出
ま
し
た
。
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
論

文
を
書
く
か
は
ゼ
ミ
生
諸
君
に
任
せ
て
い
ま
し
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
は
す
る
が
、ゼ
ミ
生
次
第
。
だ
た
し
、決

め
た
か
ら
に
は
全
員
が
何
か
の
仕
事
を
必
ず
し
て
も

ら
い
ま
す
。こ
れ
が
当
ゼ
ミ
の
”全
員
責
任
制
度
“な

ん
で
す
。

猿
木
●
十
二
月
の
研
究
発
表
会
に
向
け
て
す
べ
き

こ
と
は
、前
任
者
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
の
で
だ

い
た
い
分
か
り
ま
す
が
、関
東
学
院
大
学
の
石
崎
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
と
の
事
前

の
や
り
と
り
も
、
か

な
り
シ
ス
テ
ム
化
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

岩
下
●
そ
う
で
す

ね
、
ま
ず
七
月
頃
に

互
い
の
研
究
発
表
テ
ー
マ

を
交
換
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
夏
休
み
に
入
る
わ
け

で
す
が
、そ
の
間
に
必
要

な
資
料
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、論
文
の
骨
格
を

決
め
ま
す
。
そ
し
て
論
点
、
経
過
状
況
、
参
考
文
献

な
ど
を
交
換
し
合
い
ま
す
。
秋
学
期
に
入
る
と
す

ぐ
に
こ
れ
に
関
す
る
質
問
書
を
送
り
ま
す
。
例
年

ゼ
ミ
全
体
の
活
動
を
担
当
し
ま
す
。
五
月
に
行
っ
た

親
睦
会
で
は
、ゼ
ミ
生
同
志
や
先
生
と
の
関
係
が
非

常
に
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
六
月
の
ゼ
ミ

合
宿
も
D1
班
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
充
実
し
た
も
の
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
D
班
の
研
究
活
動
に
つ
い
て

は
、D1
班
が
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
用
い
た

市
場
分
析
、D2
班
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
国
際
基
準
と
も
い
え
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
0
0
１
を

中
心
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

猿
木
●
次
に
、
岩
下
ゼ
ミ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
も

あ
る「
日
本
学
生
商
品
学
会
」に
つ
い
て
先
生
か
ら

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岩
下
●
こ
の
研
究
発
表
会
は
、
今
か
ら
三
十
八
年

前
に「
日
本
学
生
商
品
学
会
」と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
当
初
は
五
校
か
ら
六
校
の
大
学
が
参
加
し
、
発

表
論
文
は『W

aren

』（
商
品
）と
い
う
本
に
ま
と
め

て
発
刊
し
て
い
ま
し
た
。
結
局
三
十
五
巻
ま
で
出
た

ん
で
す
か
ね
。
そ
の
後
、
財
政
的
に
う
ま
く
い
か
な

く
な
り
、
今
は
同
志
社
大
学
と
関
東
学
院
大
学
の

二
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
発
表
会
の
い
い

と
こ
ろ
は
、
他
流
試
合
に

よ
っ
て
真
剣
に
研
究
論
文

を
作
れ
る
こ
と
で
す
ね
。

ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
実
際
に
工
場
に
足
を
運
ん
で
下
見
を
し
て
実
施

計
画
案
を
作
り
ま
す
。
昨
今
、工
場
見
学
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
企
業
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

六
月
に
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
滋
賀
工
場
で
お
世
話
に

な
り
、
見
学
後
、と
て
も
有
意
義
な
質
疑
応
答
の
機

会
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
く
に
Ｃ
班
は

工
程
管
理
や
品
質
管
理
、
品
質
保
証
、さ
ら
に
は
製

造
物
責
任
を
Ｃ
班
固
有
の
研
究
領
域
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
実
際
の
企
業
活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
有
益
で
し
た
。

松
田
●
D
班
は
合
宿
や
同
窓
会
、
親
睦
会
な
ど
の
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な
い
し
、か
と
い
っ
て
さ
ら
っ
と
流
し
て
し
ま
う
と
面

白
く
な
い
し
。
難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

西
辻
●
真
鍋
さ
ん
の
論
文
は
五
〜
六
十
ペ
ー
ジ
に

も
及
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

真
鍋
●
西
村
く
ん
の
話
は
、
二
泊
三
日
の
研
究
発

表
会
だ
け
の
話
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
実
は
そ

れ
ま
で
が
結
構
大
切
な
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、も
う

研
究
テ
ー
マ
を
決
め
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
？

猿
木
●
は
い
、「
I
T
が
消
費
者
に
与
え
る
影
響
」と

い
う
こ
と
で
Ａ
班
が「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
」、Ｂ

班
が「
電
子
モ
ー
ル
」、Ｃ
班
が「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
」、Ｄ
班
が「
携
帯
情
報
端
末
」に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

真
鍋
●
そ
う
で
す
か
。
各
班
、ど
う
い
う
理
由
で
そ

の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
の
か
後
で
聞
い
て
み
な
い
と
い

け
な
い
な
あ
。
僕
の
場
合
は
ア
ル
バ
イ
ト
中
に「
太

陽
電
池
、こ
れ
だ
！
」と
思
い
立
ち
ま
し
て
ね
、住
宅

用
太
陽
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て
研

究
し
た
い
と
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、自
分
で
い
く

ら
思
い
込
ん
で
も
、
班
の
み
ん
な
が
同
意
し
て
く
れ

な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
説
得
材
料

を
揃
え
ま
し
て
ね
、か
な
り
の
精
力
を
使
い
ま
し
た
。

自
分
が
ち
ゃ
ん
と
納
得
で
き
る
テ
ー
マ
を
選
ば
な
い

と
や
は
り
い
い
研
究
論
文
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
。

で
す
と
十
一
月
中
頃
に
は
論
文
が
完
成
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
、こ
こ
で
お
互
い
の
論
文
を
交
換
し
、こ

れ
を
読
ん
で
質
問
項
目
を
整
理
し
相
手
に
送
付
し

ま
す
。
で
す
か
ら
研
究
発
表
に
は
し
っ
か
り
し
た
回

答
も
準
備
さ
れ
た
形
で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
て
学
外
で
の
研
究
論
文
発
表
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。

松
田
●
西
村
さ
ん
は
、
昨
年
研
究
発
表
会
の
司
会

を
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。

西
村
●
大
変
で
し
た
ね
。
僕
ら
の
研
究
発
表
会
の
テ

ー
マ
は「
衣
・
食
・
住
に
お
け
る
安
全
性
と
快
適
性
」

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
内
容
が
多
方
面
に
広
が
り
過
ぎ

て
、司
会
者
と
し
て
結
論
を
引
き
出
す
の
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、み
ん
な
が
ま
と
め
た

論
文
が
ど
れ
も
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
、と
て
も
時
間
内

に
収
ま
り
そ
う
に
な
い
ん
で
す
ね
。
結
局
、
話
し
合

い
ま
し
て
自
分
が
主
張
し
た
い
と
こ
ろ
を
簡
潔
に
ま

と
め
て
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
何
と
か
収
拾
し

ま
し
た
。
あ
ま
り
深
く
入
り
込
む
と
時
間
が
足
り

猿
木
●
と
こ
ろ
で
、
僕
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
負
け
て
総

務
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
ん
で
す
が（
笑
）、
総
務
幹

事
は
毎
年
そ
う
や
っ
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
か
。

岩
下
●
以
前
、あ
な
た
方
の
先
輩
で
、や
は
り
総
務

幹
事
を
務
め
た
人
が
い
た
ん
で
す
が
、卒
業
後
ご
両

親
か
ら
お
礼
の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
て
ね
、「
同

志
社
に
行
っ
て
か
ら
性
格
が
変
わ
っ
た
」と
。
要
は

最
初
か
ら
適
任
者
な
ん
て
な
い
。
役
割
が
人
を
つ
く

る
ん
で
す
。

西
村
●
皆
さ
ん
は
も
う
親
睦
会
で
経
験
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、先
生
は
す
ご
く
人
間
関
係
を
大

切
に
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
医
者
に
止
め
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
夜
ま
で
僕
ら
の
酒
宴
の
つ
き

あ
い
を
し
て
く
だ
さ
る
。
し
か
も
無
礼
講
で
。

岩
下
●
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
人
間
形
成
の
場
で

す
。
だ
か
ら
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
接
触
し
、

経
験
を
積
ん
で
人
間
と
し
て
の
幅
を
広
げ
て
欲
し

い
。
論
文
作
成
も
そ
う
で
す
。
資
料
を
収
集
す
る
こ

と
な
ん
て
い
つ
で
も
で
き
る
。
問
題
は
そ
の
資
料
を

統
合
す
る
力
な
ん
で
す
。
幅
広
い
見
識
と
人
間
性

が
な
い
と
そ
れ
が
で
き
な
い
ん
で
す
。

猿
木
●
今
の
お
話
を
聞
い
て
、論
文
作
成
や
研
究
発

表
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、ゼ
ミ
合
宿
や
親
睦
会
に
も

意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ゼ
ミ
活
動
に
み
ん
な
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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を
壊
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
で
す
よ
ね
。

誰
か
に
怒
ら
れ
る
か
ら
自
然
を
守
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
日
本
に
は
世
界
に
は
な
い
と
て
も
美
し

い
豊
か
な
海
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の

財
産
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」と
世

界
中
の
海
を
見
て
き
た
須
賀
さ
ん
の
説
得

力
の
あ
る
言
葉
に
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で
あ
っ
た
。

海
の
中
の
別
世
界
を
楽
し
め
る
ダ
イ
ビ
ン

グ
の
お
か
げ
で
ス
ト
レ
ス
は
感
じ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
須
賀
さ
ん
。
講
演
後
、
学
生
か

ら
の
質
問
に
熱
心
に
答
え
て
い
た
。
そ
の
姿

か
ら
は
今
後
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
情
熱
を
傾
け

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
現
在
で
は
、
大
学
院
へ
進
学
し
、
以

前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
海
洋
生
物
の
研
究
に

力
を
注
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

六
月
十
四
日
、
京
田
辺
校
地
多
目
的
ホ

ー
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー

は
、
水
中
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
須
賀
潮
美
さ
ん
を
招
い
て
行
わ
れ
た
。
最

近
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
人
気
や
同
性
と
し
て
の
関

心
の
高
さ
か
ら
か
、
女
子
学
生
が
多
い
和
や

か
な
雰
囲
気
の
講
演
会
と
な
っ
た
。

須
賀
さ
ん
は
学
生
時
代
か
ら
テ
レ
ビ
番
組

「
ニュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
水
中
リ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
、北
海
道
知
床
半
島
の
流
氷
の
海
か

ら
沖
縄
与
那
国
島
の
海
ま
で
日
本
各
地
や

世
界
各
国
の
海
、
川
、
湖
な
ど
で
潜
っ
た
経

験
を
持
っ
て
い
る
。
講
演
で
は
、フ
ロ
リ
ダ
・
メ

キ
シ
コ
湾
で
撮
影
し
た
マ
ナ
テ
ィ
と
の
ふ
れ
あ

い
や
世
界
の
美
し
い
海
の
ビ
デ
オ
も
上
映
し

な
が
ら
、そ
の
時
の
思
い
出
や
失
敗
な
ど
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
た
。

一
方
で
、
自
然
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
現

実
に
つ
い
て「
小
さ
な
魚
た
ち
と
同
様
に
人

間
も
自
然
の
一
部
で
す
。
そ
の
人
間
が
環
境

〜
世
界
の
海
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
〜

水
中
リ
ポ
ー
タ
ー

須
賀
潮
美
さ
ん
を
お
招
き
し
て

就
職
部
で
は
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
、

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、一
・
二
年
次
生
を
対

象
に「
動
機
づ
け
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
す
る
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
就
職
す
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
必

要
な
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

な
の
か
、と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
学
内
外

か
ら
専
門
の
講
師
を
招
い
て
講
演
会
を
開

催
す
る
。
今
年
度
は
特
に
本
学
四
年
次
生

で
就
職
先
の
決
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
る
。

講
演
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
左
記
の
よ
う
な

も
の
を
予
定
し
て
い
る
。

一
、
激
動
す
る
現
代
社
会
、
経
済
体
制
下
に

お
け
る
雇
用
・
労
働
環
境
の
現
状
と
展

望
に
つ
い
て

二
、
女
子
学
生
の
就
職
に
つ
い
て

三
、国
際
機
関（
国
連
、国
際
交
流
基
金
、国

際
協
力
事
業
団
な
ど
）で
働
く
に
は

四
、各
業
界（
金
融
、情
報
産
業
、メ
ー
カ
ー
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
）で
働
く
に
は

な
お
、
日
時
・
場
所
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

近
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

（
就
職
部
）

一
・
二
年
次
生
向
け

動
機
づ
け
セ
ミ
ナ
ー
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本
学
で
も
、マ
ナ
ー
違
反
や
不
正
行
為
に

対
し
て
は
事
実
関
係
の
確
認
・
関
係
者
の
特

定
を
行
い
、状
況
に
よ
っ
て
は
し
か
る
べ
き
措

置
を
と
る
こ
と
に
な
る（「
同
志
社
大
学
学
術

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
利
用
要
綱
」お

よ
び「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
要
綱
」参
照
）。

一
部
の
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
者
の
た
め
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
制
約
が
増
え
て
い
く
こ

と
は
誰
も
望
ま
な
い
は
ず
で
あ
る
。
本
学
に

お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
る

方
々
は
、常
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
上
の
マ
ナ

ー
を
遵
守
し
他
の
利
用
者
へ
の
配
慮
を
心
が

け
る
こ
と
、ま
た
本
学
の
学
術
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は「
教
育
・
研
究
活
動
の
支
援
を
目

的
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

よ
り
有
効
に
利
用
し
、教
育
・
研
究
活
動
の

成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

六
月
、
大
阪
で
行
わ
れ
た
第
七
十
四
回

西
日
本
学
生
相
撲
選
手
権
の
個
人
戦
で
野

田
貢
さ
ん（
商
学
部
二
年
次
生
）が
、
見
事

優
勝
し
た
。
二
年
次
生
の
優
勝
は
、
山
本
敏

生
さ
ん（
現
・
土
佐
ノ
海
、
九
十
四
年
商
卒
）

以
来
九
年
ぶ
り
の
快
挙
だ
。

大
会
前
の
合
宿
で
腰
を
痛
め
、コ
ン
デ
シ
ョ

ン
は
万
全
に
ほ
ど
遠
い
状
態
。し
か
し
一
九
一

セ
ン
チ
の
上
背
と
長
い
リ
ー
チ
を
生
か
し
た
迫

力
あ
る
突
き
押
し
で
優
勝
を
つ
か
み
取
っ
た
。

「
な
に
が
な
ん
で
も
勝
つ
と
い
う
気
持
ち

で
臨
み
ま
し
た
が
、ま
さ
か
優
勝
で
き
る
な

ん
て
」。

愛
工
大
名
電
高
か
ら
同
志
社
大
学
へ
。
他

の
大
学
の
よ
う
に
練
習
漬
け
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
授
業
は
き
ち
ん
と
出
席
し
、
空
い
た

時
間
で
筋
ト
レ
や
自
主
ト
レ
を
行
っ
て
、
全

体
練
習
は
夜
六
時
か
ら
の
二
時
間
半
の
み
。

「
で
も
内
容
の
濃
い
稽
古
な
の
で
、
練
習
量

に
対
す
る
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
自

分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

最
近
で
は
、
本
学
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用
に
お
け
る
苦
情
が
学
内
利
用
者
だ
け
で

な
く
学
外
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
他
人
の
名
前
を
騙
っ
て
悪

戯
メ
ー
ル
を
送
る
、あ
る
い
は
電
子
掲
示
板

や
チ
ャ
ッ
ト
に
公
序
良
俗
に
反
す
る
書
き
込

み（
い
わ
ゆ
る「
荒
ら
し
」行
為
）を
行
う
、と

い
っ
た
悪
質
な
事
例
も
後
を
絶
た
な
い
。
一

般
社
会
で
も
こ
れ
に
相
当
す
る
よ
う
な
行

為（
偽
名
行
為
、公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
）

は
当
然
な
が
ら
禁
止
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て

は
制
裁
が
科
さ
れ
る
。

二
年
次
生
で

西
日
本
学
生
相
撲

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

目
標
は
大
相
撲
の
魁
皇
関
の
よ
う
な
力

強
い
相
撲
。
そ
の
た
め
現
在
百
三
十
四
キ
ロ

の
体
重
を
少
し
で
も
増
や
す
べ
く
、
毎
日
一

日
六
食
を
自
ら
に
課
し
て
い
る
。「
目
標
は

百
五
十
キ
ロ
。
油
断
す
る
と
す
ぐ
十
キ
ロ
く

ら
い
減
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
練
習
よ
り
も

飯
の
方
が
つ
ら
い
で
す
ね
」と
苦
笑
い
。

十
一
月
の
全
日
本
学
生
選
手
権
、
十
二

月
の
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
と
こ
れ
か
ら
大
き

な
大
会
が
続
く
。「
自
分
の
小
さ
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、だ
ん
だ

ん
と
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
」と
謙
虚
だ

が
、
土
佐
ノ
海
関
も
取
れ
な
か
っ
た
学
生
横

綱
の
タ
イ
ト
ル
は
ぜ
ひ
取
り
た
い
と
、
静
か

に
意
気
込
ん
で
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
上
の
注
意

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の

玄
関
口
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

J
R
同
志
社
前
駅
か
ら
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
通
学
路
に
、高
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
お
目
見
え
し
た
。同
志
社
創
立

百
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
も

の
で
、
上
か
ら
見
る
と
正
三
角
形
を
三
つ
寄

せ
た
校
章
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
見
る
角
度

に
よ
っ
て
形
や
色
彩
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
さ

ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
。
こ
れ
は
通
学
路
周

三
サ
ー
ク
ル
が

加
茂
ス
ト
リ
ー
ト
ベ
ン
ダ
ー

に
出
展

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
、フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
、Ｔ
シ
ャ
ツ

研
究
会
が
、京
田
辺
校
地
南
東
に
位
置
す
る

加
茂
町
で
商
工
会
主
催
の
ス
ト
リ
ー
ト
ベ
ン

ダ
ー
に
出
展
す
る
。こ
の
催
し
は
い
わ
ゆ
る
ス

ト
リ
ー
ト
で
サ
ー
ク
ル
や
個
人
が
作
成
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
モ
ノ
を
展
示
し
た
り
販
売
し

た
り
す
る
も
の
で
今
年
が
初
め
て
の
試
み
。

第
一
回
目
は
九
月
十
六
日
・
十
七
日
に
開
催

さ
れ
た
が
、今
後
の
予
定
は
以
下
の
通
り
。

日
時：

十
月
十
四
日（
土
）／
十
五
日（
日
）

場
所：

恭
仁
京
跡

日
時：

十
一
月
十
一
日（
土
）／
十
二
日（
日
）

場
所：

高
田
鶉
原
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い

お
問
い
合
わ
せ
先：

加
茂
町
商
工
会

（
〇
七
七
四
）七
六
ー
二
九
七
〇

辺
の
環
境
整
備
と

し
て
プ
ラ
ザ
的
に

整
備
さ
れ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
の
入
口
に

建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
夜
間
に
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
写
し
出
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
優
れ
た
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
贈
ら

れ
る
第
三
十
四
回
S
D
A
賞
に
入
選
し
た
。
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禁
煙
と
防
火
に
つ
い
て

六
月
二
十
三
日
深
夜
に
明
徳
館
文
学
研

究
科
共
同
研
究
室
に
お
い
て
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
幸
い
に
警
備
員
と
居
合
わ
せ
た

大
学
院
生
に
よ
る
早
期
発
見
と
初
期
消
火

に
よ
り
、
大
火
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
因
は
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
ご
み
箱
に
投

入
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お

り
タ
バ
コ
の
不
始
末
か
ら
多
く
の
火
災
が
発

生
し
、
人
命
も
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
内
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
多
数
の
学
生

が
学
ん
で
お
り
、ま
た
、
貴
重
な
文
化
的
財

産
も
多
く
あ
り
ま
す
。
事
件
が
発
生
す
る

と
関
係
機
関
・
関
係
者
に
多
大
な
迷
惑
を

及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、諸
経
費
の
弁
償
に
も

応
じ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
一
度
、
学
内
に
お
い
て
喫
煙
の
み
な
ら

ず
、
日
常
的
に
取
り
扱
う
火
元
に
も
十
分

注
意
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、タ
バ
コ
の
吸

い
殻
は
、
必
ず
灰
皿
に
投
入
す
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
S
T
O
P
喫
煙

十
月
一
日
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
喫
煙
の

制
限
を
も
う
け
ま
し
た
。

一
、
館
内
は
、
原
則
と
し
て
禁
煙
と
す
る
。

二
、
館
外
は
、
灰
皿
が
設
置
さ
れ
た
場
所

以
外
は
禁
煙
と
す
る
。
歩
行
中
の
喫

煙
は
禁
止
す
る
。

喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
！

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

未
来
革
命

浅
井
隆
＋
戦
略
経
済
研
究
所
21
（
三
木
光
範

著
）

第
二
海
援
隊
　
　

一
、
七
〇
〇
円

特
許
法
講
義
　
﹇
第
三
版
﹈

仙
元
隆
一
郎

著
　
悠
々
社

三
、
九
〇
〇
円

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

今
西
雅
章

ほ
か
編
　
坂
本
完
春

勝
山
貴
之

山

口
賀
史

執
筆
　
世
界
思
想
社

二
、
三
〇
〇
円

社
会
福
祉
入
門

岡
本
民
夫

ほ
か
著

放
送
大
学
教
育
振
興
会

二
、
四
〇
〇
円

マ
ク
ロ
経
済
学
﹇

﹈

入
門
編：

マ
ク
ロ
経
済
理
論

A.

B.

エ
ー
ベ
ル

ほ
か
著
　
伊
多
波
良
雄

岸
基
史

ほ
か
訳
　
シ
ー
エ
ー
ピ
ー
出
版

三
、
二
〇
〇
円

あ
な
た
の
会
社
の
偏
差
値
診
断

松
本
敏
史

ほ
か
著
　
税
務
経
理
協
会
　

一
、
六
〇
〇
円

粉
体
工
学
用
語
辞
典
　
第
２
版

粉
体
工
学
会

編
　
日
高
重
助

下
坂
厚
子

白
川
善
幸

森
康
維

執
筆
　
粉
体
工
学
会

七
、
五
〇
〇
円

言
語
研
究
に
お
け
る
機
能
主
義

ー
誌
上
討
論
会
ー

小
泉
保

編
　
龍
城
正
明

ほ
か
論
述
　

く
ろ
し
お
出
版
　
　
　
　
　
三
、
八
〇
〇
円

日
本
の
芸
術
論

神
林
恒
道

編
　
太
田
孝
彦

執
筆

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
　
　
　
五
、
五
〇
〇
円

日
韓
の
歴
史
教
科
書
を
読
み
直
す

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
関
西
地
区
国
際
交

流
委
員
会

編
　
沖
田
行
司

工
藤
弘
志

執
筆

神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー

二
、
三
〇
〇
円

本
学
教
員
の
新
刊

（
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

日
本
の
会
社
法
　[

新
訂
第
３
版]

森
田
章

川
口
恭
弘

ほ
か
著

商
事
法
務
研
究
会
　

三
、
四
〇
〇
円

M
IN
E
R
V
A

現
代
経
営
学
叢
書
６

人
的
資
源
管
理
論

島
弘

編
著
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房三

、
五
〇
〇
円

講
座
21
世
紀
の
労
働
法
　
第
３
巻

労
働
条
件
の
決
定
と
変
更

日
本
労
働
法
学
会

編
　
　
　
　
　

執
筆

有
斐
閣
　
　
　
　
　
　

三
、
五
〇
〇
円

生
涯
学
習
の
展
開

国
生
寿

ほ
か

編
著
　
学
文
社二

、
三
〇
〇
円

有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
74
会
社
法[

第
５
版]

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
商
法
１

森
淳
二
朗

ほ
か
編
　
早
川
勝

執
筆

有
斐
閣
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
〇
〇
円

入
門
刑
事
法

瀬
川
晃

ほ
か
編
　
有
斐
閣

二
、
〇
〇
〇
円

新
マ
ル
ク
ス
学
事
典

的
場
昭
弘

ほ
か
編
　
川
越
修

望
田
幸
男

執
筆
　
弘
文
堂
　
　
　
　
一
三
、
〇
〇
〇
円

叢
書
現
代
経
営
学
９
　

現
代
生
産
シ
ス
テ
ム
論

宗
像
正
幸

ほ
か
編
　
岡
本
博
公

執
筆

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

入
門
・
日
本
経
済
﹇
新
版
﹈

篠
原
総
一

ほ
か
編
　
有
斐
閣

三
、
五
〇
〇
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
い
き
い
き
と
生
き
る
ー

渡
辺
武
男

監
修
　
相
川
書
房

二
、
〇
〇
〇
円

芸
術
学
の
１
〇
〇
年

ー
日
本
と
世
界
の
間
ー

金
田
晋

編
著
　
岡
林
洋
執
筆
　
勁
草
書
房
　

二
、
四
〇
〇
円

ヒ
ト
ラ
ー
の
呪
縛

佐
藤
卓
己

編
　
飛
鳥
新
社

二
、
二
〇
〇
円

退
職
教
員
紹
介

●
尾
崎
久
仁
博
商
学
部
助
教
授
は
五
月
三

十
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

法
学
研
究
会
が

移
動
法
律
相
談
開
催

九
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
、
新
居
浜
・
今

治
・
松
山
で
法
学
研
究
会
が
移
動
法
律
相

談
を
行
っ
た
。
同
会
は
、
毎
週
土
曜
日
に
開

催
し
て
い
る
定
設
の
法
律
相
談
の
経
験
を
生

か
し
、こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
法
律
相
談
を

行
っ
て
き
た
。
今
回
の
相
談
は
離
婚
・
相

続
・
相
隣
関
係
・
交
通
事
故
・
財
産
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、四
日
間
で
の
相
談
件
数
は
一

八
九
件
に
の
ぼ
っ
た
。
相
談
は
学
生
が
依
頼

者
の
相
談
を
聞
き
、検
討
し
た
う
え
で
、弁
護

士
や
教
授
に
検

討
結
果
を
確
認

し
て
も
ら
い
、
依

頼
者
に
回
答
す

る
と
い
う
形
態

を
と
り
、誤
答
を

無
く
す
努
力
が

な
さ
れ
た
。
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き
っ
か
け
は
、い
わ
ゆ
る
体
脂
肪
率
と
い
う
や
つ
。

何
し
ろ
、
同
志
社
に
奉
職
し
て
か
ら
の
二
年
間
、ほ

と
ん
ど
運
動
ら
し
い
運
動
も
せ
ず
、
呑
み
食
い
に
う

つ
つ
を
抜
か
し
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
。
体
脂
肪
率

が
測
れ
る
と
い
う
体
重
計
に
乗
っ
て
み
て
び
っ
く
り
、

な
ん
と「
肥
満
」ゾ
ー
ン
に
数
字
が
突
入
し
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
外
見
上
は
、あ
ま
り
変
化
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、そ
う
い
え
ば
確
か
に
お
腹
も
出
て

き
た
し
、
腰
周
り
も
だ
ぶ
つ
い
て
き
た
よ
う
な
実
感

が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
の
二
年
間
は
、
市
内
の
東
山

三
条
と
い
う
遊
ぶ
に
は
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
居
を

定
め
て
い
た
こ
と
も
後
押
し
を
し
た
よ
う
で
し
た
。

二
年
目
の
秋
か
ら
京
田
辺
の
方
に
引
っ
越
し
た
の

を
機
に
、
心
機
一
転
運
動
を
心
が
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
酒
を
呑
む
の
は
や
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、そ
の
ぶ
ん
木
津
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
走

っ
た
り
、
学
校
ま
で
自
転
車
で
行
っ
て
み
た
り
と
体

を
動
か
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、や

が
て
秋
が
深
ま
り
、
冬
が
訪
れ
る
と
と
も
に
、そ
ん

な
志
も
見
事
に
縮
み
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
何

し
ろ
、
東
京
に
暮
し
て
い
た
こ
ろ
に
は
味
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
京
都
の
寒
さ
で
す
。
元
来
、
寒
が
り
の
ぼ

く
は
、
外
に
出
る
勇
気
も
な
く
し
、
次
第
に
運
動
か

ら
ま
た
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
ん
な

時
、
近
く
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
自
転
車
で
五
分
程
度
で
行
け
る

距
離
に
あ
っ
た
そ
の
場
所
を
、
一
日
体
験
で
訪
れ
、

即
座
に
入
会
を
決
め
た
わ
け
で
す
。

何
し
ろ
、冬
で
も
暖
房
が
効
い
た
場
所
で
運
動
で

き
る
上
に
、
汗
を
流
し
た
後
に
は
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て

も
う
一
汗
流
し
、そ
れ
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
ら
れ

る
と
い
う
理
想
的
な
環
境
で
し
た
。
当
初
は
、ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
さ
ま
ざ
ま
な
器
具
を
使
っ
た
色
々

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
夢
中
に
な
っ
て
お
り
、プ
ー
ル
に

入
る
の
は
最
後
の
二
、
三
十
分
で
、そ
れ
も
軽
く
泳

ぐ
程
度
の
も
の
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、そ
の
内
に
泳
ぐ
こ
と
が
次
第
に
楽
し

く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
中
学
、
高
校
の
体

育
以
来
自
分
の
泳
ぎ
に
は
な
ん
の
進
歩
も
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

し
た
。
我
流
の
ぶ
ざ
ま
な
泳
ぎ
の
せ
い
か
、ち
ょ
っ
と

の
距
離
を
泳
ぐ
に
も
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
始
め
た
わ
け
で

す
。
気
を
つ
け
て
周
り
を
見
て
み
る
と
、
他
の
人
達

は
見
事
な
フ
ォ
ー
ム
で
軽
々
と
泳
い
で
は
タ
ー
ン
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
泳
と
い
う
の
も
な
か
な
か

奥
の
深
い
も
の
ら
し
い
ぞ
と
、
鈍
感
な
ぼ
く
も
よ
う

や
く
理
解
し
た
わ
け
で
す
。

幸
い
そ
の
ジ
ム
に
は
、コ
ー
チ
に
つ
い
て
学
べ
る
初

級
、
中
級
、
上
級
と
い
う
三
つ
の
コ
ー
ス
が
、ク
ロ
ー

ル
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、バ
タ
フ
ラ
イ
と
そ
れ
ぞ
れ
の

種
目
に
つ
い
て
用
意
さ
れ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
初
級
ク
ラ
ス
か
ら
入
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
ぼ
く
は
泳
ぐ
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
で
の
運
動
が
、
あ
る
種
の
苦
行
と
い
う

か
、
自
分
と
闘
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
前
提
に
し

た
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
泳
ぐ
と
い
う
の

は
む
し
ろ
水
と
調
和
す
る
こ
と
を
目
指
す
融
和
的

な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、泳
ぐ
と
い
う
の
は
と
て
も
気
持
ち
い
い
こ

と
な
の
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、そ
れ
は
人
間
が
胎
児

期
を
羊
水
と
い
う
液
体
の
中
で
過
ご
し
た
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
温
水
プ
ー
ル
の
温
度
は
そ
う
い
え
ば
、人
肌

の
温
度
に
い
つ
も
温
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、出

生
以
前
の
懐
か
し
さ
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
水
の
も
っ
て
い
る
抵
抗
そ
の
も

の
に
あ
る
種
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
泳
い
だ
後
は
体
の
凝
り
も
と
れ
、

気
持
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、気
持
ち
よ
く
眠
り
に
つ

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
。
水
泳
を
始
め
て
五

カ
月
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
が
、
体
重
も
減
り
、体
脂
肪

も
平
均
値
に
落
ち
つ
き
、体
調
も
な
か
な
か
安
定
し

て
い
ま
す
。
仕
事
や
勉
強
以
外
に
楽
し
み
を
持
つ
と

い
う
の
は
、な
か
な
か
い
い
も
の
の
よ
う
で
す
よ
。

【言語文化教育研究センター専任講師】
1961年兵庫県生まれ。東京大学文学部及び農学部

卒業。早稲田大学文学研究科英文学専攻博士後期

課程退学。教育学修士。専門分野はイギリス・ロマン

派文学、20世紀大衆文化。研究課題としては、ウィリ

アム・ブレイク研究、プラスチックの文化史がある。
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近
水
泳
を
始
め
ま
し
た
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「
頭
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
か
？
」な
ん
て
質

問
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。い
ろ
ん
な
答
え
が
返
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。
た
と
え
ば
、「
も
の
を
覚
え
る
」「
考

え
る
」「
髪
の
毛
を
確
保
す
る
」「
帽
子
を
か
ぶ
る
」な

ど
な
ど
…
で
し
ょ
う
か
。
後
の
二
つ
は
別
に
し
て
も
、

「
も
の
を
覚
え
る
」と
い
う
答
え
は
多
そ
う
で
す
ね
。

最
近
で
は
覚
え
る
こ
と
だ
け
に
頭
を
使
う
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
で
も
本
当
は
、パ
ス
カ

ル
の
言
葉
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、頭
は
考
え
る

こ
と
に
使
わ
な
け
れ
ば
お
も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
考
え
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
こ
と
は

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
人
間
の
頭

は
幼
い
こ
ろ
に
は「
も
の
を
覚
え
る
」こ
と
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
小
さ
い
子
は
本

当
に
よ
く
覚
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
だ
ん
だ
ん
と
そ
の

「
覚
え
る
能
力
」が
落
ち
て
き
て
、入
れ
替
わ
る
よ
う

に「
考
え
る
能
力
」が
で
き
て
き
ま
す
。
そ
の
逆
転
の

時
期
は
お
そ
ら
く
十
五
歳
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
小

学
校
の
高
学
年
ま
で
は
、
覚
え
る
こ
と
が
苦
痛
で
は

な
い
子
供
も
多
い
の
で
す
。
楽
し
い
と
い
う
子
も
い

る
く
ら
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
学
生
に
な
る
と
だ

ん
だ
ん
と
嫌
に
な
り
ま
す
。
高
校
生
な
ら
な
お
さ
ら

で
す
。
受
験
勉
強
で
は
、頭
に
は
ち
ま
き
ま
で
し
て
頑

張
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。
十
五

歳
を
過
ぎ
る
と
覚
え
る
の
は
大
変
な
の
で
す
。
ま
し

て
や
大
学
生
に
も
な
れ
ば
、も
は
や
つ
ら
い
を
通
り

越
し
て
る
で
し
ょ
う
。

で
は
大
学
生
で
は
頭
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
当
然
、「
考

え
る
」こ
と
で
す
。
も
は
や
脳
は
そ
う
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
る
時
期
の
は
ず
で
す
。「
考
え
る
」と
脳
は

磨
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
深
く
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
脳
み
そ
は
楽
し
く
磨
か
れ
、そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り

よ
い
考
え
が
次
々
と
あ
ふ
れ
て
き
て
、
日
本
人
に
足

ら
な
い
も
の
の
代
表
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
き
て
い
る

「
独
創
的
な
発
想
」も
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。い
い
頭
が
さ
ら
に
よ
く
な
り
ま
す
。
こ

う
な
っ
て
く
る
と
日
本
の
将
来
も
楽
し
み
で
す
ね
。

で
は
逆
に
、い
い
頭
を
働
か
せ
な
い
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？
簡
単
な
こ
と
で
す
。
せ

っ
か
く
の
い
い
頭
を
、
覚
え
る
こ
と
だ
け
に
使
わ
せ

れ
ば
い
い
の
で
す
。
こ
れ
を
地
で
い
っ
た
の
が
、
昔
の

中
国
の
高
級
官
僚
の
選
抜
試
験
で
あ
る
科
挙
で
は

な
い
か
と（
半
分
本
気
で
）思
っ
て
い
ま
す
。い
い
頭
の

持
ち
主
を
地
方
に
お
い
て
お
く
と
、い
い
作
戦
を
考

え
出
し
て
反
乱
を
起
こ
さ
れ
て
は
困
る
の
で
、
長
安

に
集
め
て
徹
底
的
に
経
典
や
詩
歌
の
解
釈
を
丸
暗

記
さ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
科
挙
の

制
度
が
で
き
た
の
は
、
隋
の
時
代
で
す
か
ら
西
暦
六

○
○
年
、
日
本
で
い
え
ば
聖
徳
太
子
の
こ
ろ
で
す
。

孔
子
、
孟
子
、
老
子
、
孫
子
な
ど
の
諸
子
百
家
の
時

代
が
紀
元
前
六
世
紀
か
ら
で
す
か
ら
、隋
よ
り
一
○

○
○
年
以
上
も
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
た
の

で
す
。
諸
葛
孔
明
も
西
暦
二
○
○
年
ぐ
ら
い
で
す
か

ら
、隋
の
時
代
に
こ
ん
な
壮
大
な
策
略
を
考
え
出
し

て
も
い
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
近
代
民
主
主
義
発
祥

の
イ
ギ
リ
ス
で
も
一
般
か
ら
の
公
務
員
採
用
試
験
を

行
っ
た
の
は
十
九
世
紀
近
く
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
聞

く
と
な
お
さ
ら
そ
の
感
が
し
ま
す
。

と
に
か
く
、
頭
は
考
え
て
な
ん
ぼ
で
す
。
覚
え
る

の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
や
り
ま
す
。
人
の
話
を
聞
い
て
、

あ
る
い
は
読
ん
で
知
り
、そ
れ
か
ら
納
得
が
い
く
ま

で
考
え
る
の
で
す
。
間
違
っ
て
も
人
が
い
っ
て
い
る
こ

と
を
そ
の
ま
ま
感
心
し
て
信
じ
た
り
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。い
ま
は
や
り
の
環
境
問
題
に
し
て
も
、ほ
ん

と
う
に
二
酸
化
炭
素
の
増
加
が
地
球
温
暖
化
の
原

因
に
な
る
の
か
、
温
暖
化
は
悪
い
の
か
、
な
ど
と

順
々
に
考
え
て
み
る
の
で
す
。い
ろ
ん
な
こ
と
を
考

え
は
じ
め
る
と
、
知
識
を
覚
え
て
い
る
と
き
よ
り
も

世
界
が
大
き
く
開
け
て
く
る
の
を
実
感
で
き
る
で

し
ょ
う
。

「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と

【工学部教授】
1949年京都市生まれ。京都大学大学院工

学研究科石油化学専攻博士課程修了。

1977年同志社大学に入社。専門は環境科

学、有機化学。著書に『有機化学の力だめ

し』『エッセンシャル有機化学』など。

山
下
正
和

M
A

S
A

K
A

Z
U

 Y
A

M
A

S
H

IT
A
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第9回 

私
が
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
一
九
九
○
年
で
す

か
ら
、バ
ブ
ル
の
全
盛
期
。
そ
れ
で
も
、私
が
専
攻
し

て
い
た
美
学
及
芸
術
学
で
得
た
知
識
を
生
か
せ
る

職
場
は
少
な
く
、
学
芸
員
に
な
れ
た
ら
と
も
思
い

ま
し
た
が
、
極
め
て
狭
き
門
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

将
来
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
係
の
仕
事
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
し
…
と
い
う
比
較
的
軽
い
気
持
ち
で
選
ん

だ
の
が
現
在
の
職
場
で
す
。
以
来
、
今
春
ま
で
十
年

間
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、ま
た
サ
ブ
バ
イ
ヤ

ー
と
し
て
、婦
人
服
売
り
場
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

本
部
採
用
で
す
か
ら
、
も
っ
と
職
場
が
変
わ
っ
て
も

お
か
し
く
は
な
い
の
で
す
が
、
一
貫
し
て
大
丸
京
都

店
の
二
階
に
い
ま
し
た
。
男
性
バ
イ
ヤ
ー
の
補
佐
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、バ
イ
ヤ
ー
の
仕
事
は
面
白
く
、

続
け
て
い
く
に
値
す
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、さ
す
が
に
十
年
近
く
続
け
て
い
る
と
、
新
し
い

何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。
そ
ん

な
折
も
折
、”ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ア
ン
テ
ィ
エ
“と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
の
直
営
シ
ョッ
プ
の
チ
ー
フ
の
社
内
公
募
が
あ

り
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
採
用
が
決
ま
り
こ
の
四
月

か
ら
売
り
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。

サ
ブ
バ
イ
ヤ
ー
時
代
か
ら
感
じ
て
い
た
こ
と
で
す

が
、
私
が
入
社
し
た
当
時
に
比
べ
、
消
費
者
の
心
理

は
格
段
に
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
る
し
、し
か
も
い
い
も

の
に
し
か
お
金
を
出
さ
な
い
と
い
う
傾
向
が
肌
で
感

じ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、お
客
様
の
商
品
に
対
す
る
知

識
レ
ベ
ル
が
高
く
、う
か
う
か
で
き
な
い
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。”ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ア
ン
テ
ィ
エ
“は
ア
メ
リ
カ

の
ノ
ー
ド
ス
ト
ロ
ム
と
い
う
百
貨
店
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
の
イ
ン
ポ
ー
ト
シ
ョッ
プ
な
の
で
、チ
ー
フ

採
用
が
決
ま
っ
た
後
、
十
日
間
シ
ア
ト
ル
の
本
店
で

研
修
を
受
け
た
の
も
有
意
義
で
し
た
。
海
外
の
百
貨

店
の
多
く
が
そ
う
な
の
で
す
が
、
完
全
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

制
の
給
与
体
系
を
と
っ
て
お
り
、お
客
様
の
ク
レ
ー

ム
に
対
し
て
は
、
担
当
者
が
全
責
任
を
担
い
ま
す
。

日
本
で
す
と
最
初
は
担
当
者
が
対
応
し
ま
す
が
、

納
得
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
そ
の
上
司
、さ
ら
に
は
店

長
が
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
と
は
対

輩たち が仕事を通して見た「社会」とは？
生きる」 ことの意義とは？
ぞれ違 う先輩の声に耳を傾けながら、
ンと学 生生活の現実を考える機会にしたいものです。

小山 文子さん
【1990年文学部文化学科 美学及芸術学専攻卒】
株式会社大丸 京都店 婦人服部 販売係長

「百貨店は本来女性が活躍でき

る職場のはずなのに、女性がな

かなか役職につきにくい風土が

あります」と語る小山さんにとっ

て“クラシック・アンティエ”は

キャリアアップの格好の機会。

「やりたいこともあるけど、周囲

への気配りもしないといけない

難しい年頃だから…」と語る小

山さんの表情から、静かな闘志

が伝わってきた。

照
的
で
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
姿
勢
も
明
確
で
あ

り
、そ
れ
が
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
ひ
と
り
に
ま
で
浸
透

す
る
企
業
風
土
に
、
百
貨
店
業
界
に
働
く
者
と
し

て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
個
人

的
に
受
け
た
刺
激
が
英
語
で
し
た
。
大
学
を
卒
業

し
て
十
年
近
く
経
ち
、
す
っ
か
り
外
国
語
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、も
う
一
度
英
語
の
勉

強
を
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
り
、英
会
話
学

校
に
通
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

百
貨
店
は
、
あ
る
意
味
で
自
己
啓
発
が
と
て
も

大
切
な
業
界
で
す
。
商
品
知
識
だ
け
で
な
く
、フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ン
ド
な
ど
は
自
発
的
に
勉
強
し
て
、キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
学
生
時
代
に
よ
く
聞
い
た「
自
由
に
そ
し
て
集

中
的
に
勉
強
で
き
る
の
は
大
学
時
代
し
か
な
い
」と

い
う
言
葉
が
、
社
会
に
出
る
と
実
に
リ
ア
ル
に
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
す
。
大
き
な
組
織
の
中
に
い
る
と
な

か
な
か
身
動
き
が
と
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、
将
来

バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
自
己
啓

発
は
欠
か
せ
な
い
と
自
分
自
身
を
戒
め
て
い
ま
す
。

販
売
の
第
一
線
に
立
ち
、

バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の

資
質
を
磨
く
。
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シリーズ 
『ONE  PURPOSE』では、さまざまな 
分野で活躍する先輩を訪ね、毎号「私と 
仕事」をテーマにお話を伺っていきます。 

入
社
一
年
目
か
ら
営
業
統
括
部
に
配
属
さ
れ
、

以
来
企
画
一
筋
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
当
時
は
、み

ん
な
が
業
界
の
専
門
用
語
を
使
う
も
の
で
す
か
ら
、

ま
る
で
外
国
に
放
り
込
ま
れ
た
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容
は
、
営
業

支
援
が
主
た
る
業
務
で
、販
売
計
画
の
立
案
や
販
売

実
績
の
分
析
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
入
社
し
た
年

は
、製
薬
業
界
全
体
が
定
価
販
売
を
行
う
た
め
の
流

通
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
入
社
半
年
で
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
社

半
年
と
い
え
ば
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
先
輩

の
言
わ
れ
る
通
り
に
動
く
の
が
精
一
杯
。
そ
れ
が

い
き
な
り
業
界
の
大
き
な
変
革
の
渦
の
中
に
巻
き

込
ま
れ
た
の
で
す
か
ら
大
変
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何

と
か
デ
ー
タ
を
集
め
、
他
社
の
価
格
戦
略
を
見
極
め

な
が
ら
適
正
価
格
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
た
お
陰
で
、
ま
わ
り
か
ら

評
価
を
い
た
だ
き
、私
自
身
も
大
き
な
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
社
の
企
画
部
門
と
い
う
と
デ
ス
ク
に
向
か
い
、

数
字
だ
け
を
相
手
に
す
る
仕
事
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
事
実
そ
れ
で
す
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す

が
、本
社
の
意
向
だ
け
で
営
業
の
第
一
線
を
動
か
そ

う
と
し
て
も
、そ
こ
に
は
溝
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
営
業
経
験
の
な

い
自
分
が
販
売
計
画
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
立

て
て
い
る
こ
と
に
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
出
し
、
営
業
第

一
線
へ
の
転
身
を
考
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
私
は
裏
方
に
向
い
た

性
格
だ
と
思
う
し
、そ
う
し
た
部
署
意
識
を
持
つ
こ

と
は
逆
に
変
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
な
ら
つ
ね
に
現
場
に
足
を
運
び
、
皆
さ
ん
が
動
い

て
い
る
ベ
ク
ト
ル
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
、そ
れ
を
施

策
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
、
同
じ
営
業
統
括
部
内
な
が
ら
人

事
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、そ
う
し
た
意
識
も

強
く
な
り
ま
し
た
。
拠
点
の
見
直
し
や
営
業
効
率

の
上
が
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
、で
き
る
だ
け
時
間
を
見
つ
け
て
営
業
所
の

話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
話
を
し
て

み
る
と「
こ
の
営
業
所
は
な
く
な
る
の
か
」と
か「
そ

れ
じ
ゃ
あ
、
私
は
ど
こ
か
ら
通
え
ば
い
い
の
か
」と
い

っ
た
声
が
上
が
り
、
本
社
の
施
策
が
リ
ス
ト
ラ
と
し

か
映
っ
て
い
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
意
思
を
伝
え
る
の
は
、
本
当
に
難
し
い

の
で
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
学
生
時
代
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

自
分
の
意
思
を
伝
え
る
よ
う

心
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
就
職
活
動
の

面
接
と
い
う
の
も
い
い
機
会
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
自
分
の
言

い
た
い
こ
と
、主
張
し
た
い
こ
と

を
整
理
し
、
相
手
に
上
手
に
伝

え
る
。
こ
れ
は
結
構
難
し
い
も

の
で
す
が
、や
り
が
い
の
あ
る

こ
と
で
す
よ
。

社会へ出てかれこれ？年。先輩たち が仕事
あるいは「生きる」 ことの

歩んだ道も経験もそれぞれ違 う先輩
将来の自分にふさわしいキャリア・プランと学 生生活

つ
ね
に
営
業
の
立
場
を

考
え
な
が
ら

企
画
立
案
に
努
め
る
。

矢野 勝久さん
【1991年商学部卒業】

田辺製薬株式会社 営業統括部 企画部企画課

矢野さんは、四年間の学生時代

を通じて予備校でアルバイトを

続けてきたという。当時から、半

分社会人のような生活をしてい

たので、入社したときも理想と

現実社会のギャップに悩むこと

はなかったそうだ。「営業研修を

受け、現場に立ったとたんにド

ロップアウトしていく新入社員が

毎年何人かいます。厳しさを乗

り越えた後に味わえる達成感を

知らずに辞めていくのはおしい

ですね」と語ってくれた。

田辺製薬ホームページ
http://www.tanabe.co.jp
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ANNOUNCEMENT
お 知 ら せ

『ONE PURPOSE』は、学生のみなさんと大学とのコミュニケーシ
ョンをはかることを目的として発行しています。本誌に関するご意
見や企画のご提案、日頃学生生活を送っている中で気づいたことや
疑問に思うこと、また悩んでいることなど、ささいなことでも結構
ですので、どしどし広報課までお寄せください。

お便りをお待ちしています

10月 5 日（木）

10月12日（木）
10月19日（木）

10月26日（木）

11月 9 日（木）
11月16日（木）

11月30日（木）
12月 7 日（木）

12月14日（木）

12月21日（木）

日本映画の新しい才能

充実するベテラン監督

日本映画はますます進化する

日本映画～新たな世紀への飛翔2

「地雷を踏んだらサヨウナラ」
監督：五十嵐 匠　出演：浅野 忠信

「どこまでもいこう」監督：塩田 明彦

「アドレナリンドライブ」
監督：矢口 史靖　出演：石田 ひかり

「落下する夕方」監督：合津 直枝　出演：原田 知世

「あ、春」監督：相米　慎二　出演：佐藤 浩市・山崎 努

「39 刑法第三十九条」監督：森田 芳光　出演：鈴木 京香

「白痴」監督：手塚 眞　出演：浅野 忠信

「ニンゲン合格」
監督：黒沢 清　出演：西島 秀俊・役所 広司

「御法度」
監督：大島 渚　出演：ビートたけし・松田 龍平・武田 真治

「ソウルフル・ジャズ・ナイト」
出演：小野 みどり（org）・小柳 淳子（vo）

11月 2 日（木）
125ホームカミングウィーク特別企画
「いちげんさん」監督：森本 功　出演：鈴木 保奈美
※13：00～　※16：45～　※19：00～（3回上映します）

●場所　同志社大学会館（今出川校地） 入場無料

●時間　16：45～［1回目］19：00～［2回目］
※は1回目上映16：00～になります

Part1

Part2

Part3

2001―2002年度の外国協定大学への留学出願受付を次の日程で行いま

す。希望者は両校地国際課で手続きを行ってください。

なお、国際課では「外国留学要領」を配布中です。

出願期間：2000年10月12日（木）～10月17日（火）

受付場所：国際課（京田辺・今出川校地）

＜ワンパーパス＞

クリスマスコンサートPart4

木曜日は会館ホールへダッシュ!

記念シンポジウム（東京）

日時 2000年11月11日（土）14：00～17：00
会場 東京国際フォーラム（TOKYO INTERNATIONAL FORUM)ホールＢ
シンポジウム 共生への志（こころざし）ー心のいやしと魂の鎮めの時代に向けてー
パ ネ リ ス ト Dr.Ronald P.Dore  ―ロナルド ドーア氏―

（ロンドン大学名誉教授・日本研究者）Prateep Ungsongtham 秦
―プラチィープ・ウンソンタム氏―（タイ上院議員・社会福祉運動家）
大江 健三郎氏（１９９４年ノーベル文学賞受賞者・作家）
コーディネータ 深田 未来生氏（同志社大学神学部教授）
※当日は明徳館21番教室および（学）同志社ホームページ上で同時中継予定。
ホームページアドレス　http://www.doshisha.ed.jp/

全同志社合唱祭

日時 2000年11月18日（土）15：30～18：30
場所 京都コンサートホール（大ホール）
グリークラブ、リーダークランツ、C.C.D、こまくさ、コールフリューゲル、学
生聖歌隊、メサイア研究会、女子大学女声合唱団等、大学、女子大学、高校、
中学さらに卒業生を含め全同志社の合唱団が一堂に会し行われます。

記念シンポジウム（京都）

日時 2000年11月25日（土）14：00～17：00
会場 国立京都国際会館（KYOTO INTERNATIONAL CONFERENCE HALL)大会議場
シンポジウム 新世紀への出発（たびだち）―文化が創る心の時代―
パ ネ リ ス ト Dr.Kathryn C. Thornton  ―キャスリン・Ｃ・ソーントン氏―

（元ＮASA宇宙飛行士・ヴァージニア大学工学応用科学部教授・学部長）松井
孝典氏（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授）三枝　成彰氏（作曲家）
飯野　賢治氏(スーパーワープ代表取締役）
コーディネータ 磯村　尚徳氏（パリ日本文化会館館長・外交評論家）
※当日は（学）同志社ホームページ上で同時中継予定。
ホームページアドレス　http://www.doshisha.ed.jp/

同志社ホームカミングデー＆ウィーク

日時 2000年11月1日（水）～3日（金）
会場 今出川キャンパス（主会場）および京田辺キャンパス
期間を通じて卒業生がキャンパスに集い、ノスタルジーを感じ、さらに普段
の学園の様子にもふれてもらい、母校とのきずなを深めていただきたいと願
っております。特に3日（金）はホームカミングデーとして種々の催しを予
定しています。在学生の皆さんの参加も歓迎いたします。

※

※
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